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  Environmental radiation monitoring around the Tokai Reprocessing Plant has been 

performed by the Nuclear Fuel Cycle Engineering Laboratories, based on "Safety 

Regulations for the Reprocessing Plant of Japan Atomic Energy Agency, Chapter IV  - 

Environmental Monitoring". 

  This annual report presents the results of the environmental monitoring and the dose 

estimation to the hypothetical inhabitant due to the radioactivity discharged from the 

plant to the atmosphere and the sea during April 2010 to March 2011. In this report, some 

data include the influence of the accidental release from the Fukushima Daiichi Nuclear 

Power Plant on Tokyo Electric Power Co. in 2011 March. 

  Appendices present comprehensive information, such as monitoring program, monitoring 

methods, monitoring results and their trends, meteorological data and discharged 

radioactive wastes. In addition, the data exceeded the normal range of fluctuation by 

the accidental release was evaluated in the appendices. 

 

   
＋1 Safety and Quality Assurance Department, Tsuruga Head Office 
※1 Collaborating Engineer 
＊1 Inspection Development Co. Ltd.  
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1．緒 言 

 

本報告書は、再処理施設保安規定に基づき 2 0 1 0 年度に日本原子力研究開発機構東海研究

開発センター核燃料サイクル工学研究所が実施した、環境放射線等の監視結果をとりまとめた

ものである。 

本報告書の内容は、以下のとおりである。 

(1) 2 0 1 0 年 4 月から 2 0 1 1 年 3 月までの間の陸上環境及び海洋環境における定常監視の

結果を収録した。 

(2) 再処理施設周辺公衆の線量計算結果について収録した。 

(3) 監視結果についての理解を容易にするため、環境監視計画、監視方法の概要及び測定地

点図について付録ＡからＣに収録した。 

(4) 放射線及び放射能の変動傾向を把握するために、付録Ｄの測定値経時変化図に過去及び

当該年度の変動状況をグラフで示した。ここで、放射線関連の項目（空間放射線及び積算線

量）については過去 3年間、放射能関連の項目については過去 10 年間である。 

(5) 放出源情報に基づく線量の算出に必要な気象観測結果、放出量等のデータを付録Ｅ及び

Ｆに収録した。 

(6) 東電福島第一原発事故の影響による平常の変動幅を外れた値の評価について付録 G に収

録した。 
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2．監 視 結 果 

                 

日本原子力研究開発機構東海研究開発センター核燃料サイクル工学研究所では、再処理施設

保安規定に定める陸上環境放射能監視計画及び海洋環境放射能監視計画に従い、再処理施設周

辺の環境放射線及び放射能の監視を行っている。 

2 0 1 0 年 4 月から 2 0 1 1 年 3 月までに行った監視結果を要約すると、下記のとおりである。 

 

記 

 

2 0 1 0 年 4 月から 2 0 1 1 年 2 月までの陸上及び海洋環境監視結果について、異常は認めら

れなかった。 

しかし、2 0 1 1 年 3 月の陸上及び海洋環境監視結果は、同年 3 月 11 日 14 時 46 分の東北地

方太平洋沖地震に伴う大津波により発生した、東電福島第一原発事故の放出放射性物質の影響

がみられた。 
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3．測定結果の概要 

 

測定結果の概要を以下に示す。 

2010年4月から2011年2月まで又は2010年度第1四半期から第3四半期までの測定結果は、

これまでのレベルと同等であり、異常は認められなかった。2011 年 3 月又は 2010 年度第 4 四

半期の測定結果は、東電福島第一原発事故の影響を含み、空間放射線（線量率、積算線量）、空

気中放射性物質濃度（浮遊じん中全β放射能、90Sr 及び 137Cs 濃度、並びに 131I 濃度、水分中 3H

濃度）、雨水中 3H 濃度、降下じん中全β放射能濃度及び船体のβ線表面線量で過去 10 年間（空

間放射線は 3 年間）のモニタリング結果に基づく平常の変動幅の範囲を上回った。なお、詳細

な測定結果は、付録Ｄ.測定結果に示した。 

 

3.1 空間放射線 

3.1.1 線量率 

周辺監視区域内 1か所、周辺監視区域外 3か所（監視対象区域 2か所、比較対照区域 1か

所）に設置したモニタリングステーション及び周辺監視区域内の 8か所に設置したモニタリ

ングポストにおいて、空間放射線線量率計（エネルギー補償型 NaI(Tℓ)シンチレーション検

出器）を用いて線量率を連続的に測定した。 

その結果は、モニタリングステーション、モニタリングポストそれぞれの月平均値として

4月から 2月までが 31～36 nGy/h､36～46 nGy/h であり、これまでと同様のレベルであった

が、3 月は東電福島第一原発事故の影響を含み 190～240 nGy/h､340～650 nGy/h となった。

なお、モニタリングステーション、モニタリングポストの各地点の最大 1 時間値は 2800～

4800 nGy/h の範囲であった。 

3.1.2 積算線量 

周辺監視区域外 25 か所（監視対象区域 16 か所、比較対照区域 9か所）及び周辺監視区域

内 15 か所のモニタリングポイントに積算線量計（熱ルミネセンス線量計）を設置し、3 か

月ごとに交換し、積算線量を測定した。 

その結果は、第 1四半期から第 3四半期までが 40～100 μGy/91 日であり、これまでと同

JAEA-Review 2012-015

- 2 -

JAEA-Review 2012-015

- 3 -



 4

様のレベルであったが、第4四半期は東電福島第一原発事故の影響を含み170～510 μGy/91

日となった。 

 

 

3.2 空気中放射性物質濃度 

3.2.1 浮遊じん中全α放射能、全β放射能、90Sr、137Cs 及び 239,240Pu 濃度 

周辺監視区域外 4か所（監視対象区域 2か所、比較対照区域 2か所）及び周辺監視区域内

3 か所に設置したダストサンプラにより、空気中の浮遊じんをろ紙上に流量率約 90 ℓ/分で

連続的に採取し、その中に含まれる放射性物質を測定した。なお、ろ紙は 1週間ごとに交換

し、ラドン、トロン子孫核種等、天然の短半減期核種を減衰させるため 3日間以上置いた後、

1週間ごとの試料について全α放射能濃度及び全β放射能濃度を測定した。90Sr、137Cs 及び

239,240Pu 濃度は、採取地点ごとに 3 か月分のろ紙をまとめて測定した。なお、3 か月ごとの

測定については、分析に要する時間の関係上、各四半期の期日より試料採取期間を約半月早

めており、第 4四半期分の試料の採取期間は 2010年 12月 14日～2011 年 3月 15日である。 

その結果は、全期間において全α放射能濃度が定量下限値未満～0.060 mBq/m3の濃度範囲、

239,240Pu 濃度は定量下限値未満であり、これまでと同様のレベルであった。また、全β放射

能濃度は 4 月から 2 月までが定量下限値未満～0.78 mBq/m3の濃度範囲であり、これまでと

同様のレベルであったが、3 月は東電福島第一原発事故の影響を含み 1600～2400 mBq/m3の

濃度範囲となった。90Sr 濃度と 137Cs 濃度は第 1 四半期から第 3 四半期までがいずれも定量

下限値未満であり、これまでと同様のレベルであったが、第 4四半期は東電福島第一原発事

故の影響により 90Sr が 0.056～0.10 mBq/m3の濃度範囲、137Cs が 140～230 mBq/m3の濃度範

囲となった。 

3.2.2  131I 濃度 

周辺監視区域外 3 か所（監視対象区域 2 か所、比較対照区域 1 か所）及び周辺監視区域

内 1 か所のモニタリングステーションにヨウ素サンプラを設置し、空気を流量率約 60 ℓ/

分 で 連 続 的 に 吸 引 し て 空 気 中 の ヨ ウ 素 を 捕 集 し た 。 捕 集 材 と し て TEDA

（tri-ethylene-diamine）添着活性炭カートリッジを用い、1 週間ごとにカートリッジを
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回収して 131I 濃度を測定した。 

その結果は、4 月から 2 月までが定量下限値未満であり、これまでと同様のレベルであ

ったが、3 月は東電福島第一原発事故の影響により 9000～17000 mBq/m3の濃度範囲となっ

た。 

3.2.3 気体状β放射能濃度 

周辺監視区域外 3 か所（監視対象区域 2 か所、比較対照区域 1 か所）及び周辺監視区域

内 1か所のモニタリングステーションに気体状β放射能測定器（薄窓型 GM 検出器）を設置

し、連続的に測定した。 

測定値の月平均値は、全て定量下限値未満であり、これまでと同様のレベルであった。 

なお、1時間値の月最大値では、東電福島第一原発事故の影響により、3月 15 日に 26～

51（各地点最大値）kBq/m3を観測した。 

3.2.4 水分中 3H 濃度 

   周辺監視区域外 2 か所（監視対象区域 1 か所、比較対照区域 1 か所）のモニタリングス

テーションにトリチウムサンプラを設置し、空気を流量率約 0.3～2 ℓ/分で連続的に吸引

して空気中の水分を捕集した。捕集材としてはモレキュラシーブを用い、1 週間ごとに捕

集した水分中の 3H 濃度を測定した。 

その結果は、4 月から 2 月までが定量下限値未満であり、これまでと同様のレベルであ

ったが、3月は東電福島第一原発事故の影響を含み 11 Bq/ℓと 17 Bq/ℓであった。 

 

 

3.3 雨水中放射性物質濃度 

周辺監視区域内（安全管理棟屋上）において 1 か月間採取した雨水について、月ごとに 3H 濃

度を測定した。 

その結果は、4月から 2月までが定量下限値未満であり、これまでと同様のレベルであったが、

3月は東電福島第一原発事故の影響を含み 6.8 Bq/ℓであった。 
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3.4 降下じん中放射性物質濃度 

 周辺監視区域内（安全管理棟屋上）に大型水盤（面積 0.5 m2）を設置し、1 か月間採取した

降下じんについて、月ごとに全β放射能濃度を測定した。 

その結果は、4月から 2月までが定量下限値未満～15 Bq/m2であり、これまでと同様のレベル

であったが、3月は東電福島第一原発事故の影響を含み 11000 Bq/m2であった。 

 

 

3.5 飲料水中放射性物質濃度 

 周辺監視区域外 3 か所（監視対象区域 2 か所、比較対照区域 1 か所）及び周辺監視区域内１

か所において 3か月ごとに飲料水を採取し、全β放射能濃度及び 3H 濃度を測定した。 

その結果は､全β放射能濃度が0.043～0.075 Bq/ℓの濃度範囲及び 3H濃度が全て定量下限値未

満であり、これまでと同様のレベルであった。なお、3月の採取日は 3月 11 日以前であり、東

電福島第一原発事故の影響は含んでいない。 

 

 

3.6 葉菜中放射性物質濃度 

 監視対象区域 2か所及び比較対照区域 1か所において採取した葉菜について、131I、90Sr、137Cs

及び 239,240Pu 濃度を測定した。測定頻度は、131I については 3か月ごと、その他は年 1回である。

葉菜は、収穫時期の都合に合わせて、ホウレン草、キャベツ、白菜の露地野菜を採取した。 

 その結果は､131I、137Cs 及び 239,240Pu 濃度それぞれが全て定量下限値未満､90Sr 濃度が定量下限

値未満～0.077 Bq/kg･生の濃度範囲であり、これまでと同様のレベルであった。なお、採取日

は全ての地点で 3月 11 日以前であり、東電福島第一原発事故の影響は含んでいない。 

  

 

3.7 精米中放射性物質濃度 

 監視対象区域 2か所及び比較対照区域 1か所において年 1回収穫した精米について、14C 濃度

及び 90Sr 濃度を測定した。なお、14C 濃度は比放射能（Bq/g・炭素）として算出した。 
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 その結果は､14C 濃度が 0.22～0.23 Bq/g・炭素の濃度、90Sr 濃度が全て定量下限値未満であり、

これまでと同様のレベルであった。なお、採取日は全ての地点で 3月 11 日以前であり、東電福

島第一原発事故の影響は含んでいない。 

 

 

3.8 牛乳中放射性物質濃度 

監視対象区域 1 か所及び比較対照区域 1 か所において牛乳を採取し、90Sr 濃度は年 1 回、ま

た、131I 濃度を 3か月ごとに測定した。 

その結果は､90Sr 及び 131I 濃度それぞれが全て定量下限値未満であり、これまでと同様のレベ

ルであった。なお、採取日は全ての地点で 3月 11 日以前であり、東電福島第一原発事故の影響

は含んでいない。 

 

 

3.9 表土中放射性物質濃度 

周辺監視区域外 3 か所（監視対象区域 2 か所、比較対照区域 1 か所）及び周辺監視区域内 2

か所で年 1回採取した試料について、90Sr、137Cs 及び 239,240Pu 濃度を測定した。 

その結果は､90Sr 濃度が定量下限値未満～2.5 Bq/kg･乾の濃度範囲､137Cs 濃度が 3.2～16 

Bq/kg･乾の濃度範囲及び 239,240Pu 濃度が 0.12～0.67 Bq/kg･乾の濃度範囲であり、これまでと同

様のレベルであった。なお、採取日は全ての地点で 3月 11 日以前であり、東電福島第一原発事

故の影響は含んでいない。 

 

 

3.10 河川水中放射性物質濃度 

監視対象区域 3か所（新川水系）、比較対照区域 1か所（久慈川上流）で年 2回採取した試料

について、全β放射能濃度及び 3H 濃度を測定した。 

 その結果は､全β放射能濃度が定量下限値未満～0.058 Bq/ℓの濃度範囲及び 3H 濃度が全て定

量下限値未満であり、これまでと同様のレベルであった。なお、採取日は全ての地点で 3月 11
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日以前であり、東電福島第一原発事故の影響は含んでいない。 

 

 

3.11 河底土中放射性物質濃度 

監視対象区域 3か所（新川水系）、比較対照区域 1か所（久慈川上流）で年 2回採取した試料

について、全β放射能濃度を測定した。 

その結果は､450～690 Bq/kg･乾の濃度範囲であり、これまでと同様のレベルであった。なお、

採取日は全ての地点で 3月 11 日以前であり、東電福島第一原発事故の影響は含んでいない。 

 

 

3.12 海水中放射性物質濃度 

監視対象海域 7 か所及び比較対照海域 1 か所で表面海水を採取し、全β放射能濃度及び 3H 濃

度を測定した。なお、監視対象海域の放出口を含む放出口付近の 5 か所で採取した試料は、5

点混合試料として測定した。海水の採取頻度は、監視対象海域のうち放出口を含む放出口付近

では 3か月に 1回、久慈沖及び磯崎沖では 6か月に 1回、比較対照海域では年に 1回である。 

また、監視対象海域の放出口を含む放出口付近の 5 か所及び比較対照海域で海水を採取し、

年 1回 90Sr、106Ru、134Cs、137Cs、144Ce 及び 239,240Pu 濃度を測定した。なお、監視対象海域の放出

口を含む放出口付近の 5か所で採取した試料は、5点混合試料として測定した。 

その結果は､3H、90Sr、106Ru、134Cs、137Cs、144Ce 及び 239,240Pu 濃度それぞれが全て定量下限値未

満､全β放射能濃度が定量下限値未満～0.043Bq/ℓであり、これまでと同様のレベルであった。

なお、採取日は全ての地点で 3月 11 日以前であり、東電福島第一原発事故の影響は含んでいな

い。 

 

 

3.13 海底土中放射性物質濃度 

監視対象海域7か所及び比較対照海域1か所において年2回海底土を採取し、90Sr、 106Ru、 134Cs、

137Cs、144Ce 及び 239,240Pu 濃度を測定した。なお、監視対象海域の放出口を含む放出口付近の 5
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か所で採取した試料は、5点混合試料として測定した。 

その結果は､ 90Sr ､ 106Ru、134Cs、137Cs 及び 144Ce 濃度それぞれが全て定量下限値未満、239,240Pu

濃度が 0.23～0.64 Bq/kg･乾の濃度範囲であり、これまでと同様のレベルであった。なお、採

取日は全ての地点で 3月 11 日以前であり、東電福島第一原発事故の影響は含んでいない。 

 

 

3.14 海岸水中放射性物質濃度 

監視対象区域 2か所及び比較対照区域 2か所において年 2回海岸水を採取した。4月に採取し

た海岸水については、全β放射能濃度及び 3H 濃度を測定した。また、10 月に採取した海岸水に

ついては、全β放射能、3H、90Sr、106Ru、134Cs、137Cs、144Ce 及び 239,240Pu 濃度を測定した。 

その結果は､3H、90Sr､ 106Ru、134Cs、137Cs、144Ce 及び 239,240Pu それぞれが全て定量下限値未満、

全β放射能濃度が定量下限値未満～0.052 Bq/ℓの濃度範囲であり、これまでと同様のレベルで

あった。なお、採取日は全ての地点で 3月 11 日以前であり、東電福島第一原発事故の影響は含

んでいない。 

 

 

3.15 海岸砂表面線量 

監視対象区域 2 か所及び比較対照区域 2 か所の海岸において、海岸砂のβ表面計数率及びγ

表面線量率を測定した。 

その結果は、β表面計数率が 57～85 cpm 及びγ表面線量率が 30～46 nGy/h の範囲であり、

これまでと同様のレベルであった。なお、測定日は全ての地点で 3月 11 日以前であり、東電福

島第一原発事故の影響は含んでいない。 

 

 

3.16 海産生物中放射性物質濃度 

監視対象海域及び比較対照海域で採取した魚類（シラス、カレイ又はヒラメ）、貝類（ハマグ

リ、アワビ）及び褐藻類（ワカメ又はアラメ）について、90Sr、106Ru、134Cs、137Cs、144Ce 及び 239,240Pu

JAEA-Review 2012-015

- 8 -

JAEA-Review 2012-015

- 9 -



 9

か所で採取した試料は、5点混合試料として測定した。 

その結果は､ 90Sr ､ 106Ru、134Cs、137Cs 及び 144Ce 濃度それぞれが全て定量下限値未満、239,240Pu

濃度が 0.23～0.64 Bq/kg･乾の濃度範囲であり、これまでと同様のレベルであった。なお、採

取日は全ての地点で 3月 11 日以前であり、東電福島第一原発事故の影響は含んでいない。 

 

 

3.14 海岸水中放射性物質濃度 

監視対象区域 2か所及び比較対照区域 2か所において年 2回海岸水を採取した。4月に採取し

た海岸水については、全β放射能濃度及び 3H 濃度を測定した。また、10 月に採取した海岸水に

ついては、全β放射能、3H、90Sr、106Ru、134Cs、137Cs、144Ce 及び 239,240Pu 濃度を測定した。 

その結果は､3H、90Sr､ 106Ru、134Cs、137Cs、144Ce 及び 239,240Pu それぞれが全て定量下限値未満、

全β放射能濃度が定量下限値未満～0.052 Bq/ℓの濃度範囲であり、これまでと同様のレベルで

あった。なお、採取日は全ての地点で 3月 11 日以前であり、東電福島第一原発事故の影響は含

んでいない。 

 

 

3.15 海岸砂表面線量 

監視対象区域 2 か所及び比較対照区域 2 か所の海岸において、海岸砂のβ表面計数率及びγ

表面線量率を測定した。 

その結果は、β表面計数率が 57～85 cpm 及びγ表面線量率が 30～46 nGy/h の範囲であり、

これまでと同様のレベルであった。なお、測定日は全ての地点で 3月 11 日以前であり、東電福

島第一原発事故の影響は含んでいない。 

 

 

3.16 海産生物中放射性物質濃度 

監視対象海域及び比較対照海域で採取した魚類（シラス、カレイ又はヒラメ）、貝類（ハマグ

リ、アワビ）及び褐藻類（ワカメ又はアラメ）について、90Sr、106Ru、134Cs、137Cs、144Ce 及び 239,240Pu

JAEA-Review 2012-015

- 8 -

JAEA-Review 2012-015

- 9 -



 10

濃度を測定した。 

その結果は､魚類のシラスの 137Cs 濃度が定量下限値未満～0.077 Bq/kg･生、カレイ又はヒラ

メの 137Cs 濃度が 0.063～0.11 Bq/kg･生の濃度範囲、貝類の 239,240Pu 濃度が定量下限値未満～

0.0033 Bq/kg･生の濃度範囲、及び褐藻類の 90Sr 濃度が定量下限値未満～0.028 Bq/kg･生の濃

度範囲、137Cs 濃度が定量下限値未満～0.045 Bq/kg･生の濃度範囲、239,240Pu 濃度が定量下限値未

満～0.0045 Bq/kg･生の濃度範囲であった。海産生物中のこれ以外の核種については、全て定量

下限値未満であった。これらの結果はこれまでと同様のレベルであった。 

なお、今年度は、10～12 月の約 10 km 以遠｢シラス｣、1～3月の東海地先「カレイ又はヒラメ」、

10～12 月、1月～3月の久慈浜地先「貝類」及び 1～3月の磯崎地先「褐藻類」が採取不能であ

った。なお、採取日は全ての地点で 3月 11 日以前であり、東電福島第一原発事故の影響は含ん

でいない。 

 

 

3.17 漁網表面線量 

モニタリング船で 3か月当たり約 23～30 時間曳航した漁網について、β吸収線量率及びγ表

面線量率を測定した。 

その結果は、β吸収線量率及びγ表面線量率ともに定量下限値未満であった。なお、第 4 四
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ていない。 

 

 

3.18 船体表面線量 

モニタリング船の甲板に約 3 か月間設置した船体片（模擬片）について、β吸収線量率及び

γ表面線量率を測定した。 
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未満であり、これまでと同様のレベルであったが、第 4四半期（設置期間：2010 年 12 月 28 日

～2011 年 3 月 31 日）のβ吸収線量率は東電福島第一原発事故の影響により 640 nGy/h となっ

た。 
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4．線量算出結果の概要 

 

一般公衆が受ける線量は、モニタリングの実測値を基に算出することを原則とし、実測値か
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気体廃棄物に起因する実効線量の算出は、放射性雲からの外部被ばく、吸入摂取及び農・畜

産物摂取による内部被ばくについて行った。被ばく経路の合算に当たっては、放射性雲からの

外部被ばく及び吸入摂取による内部被ばくを同一地点において同時に受けるものとし、周辺監

視区域外の 16 方位地点ごとにそれぞれの実効線量を加算し、その値が最大となる地点での実効

線量を算出した。農・畜産物摂取による内部被ばくについては、最大濃度地点で産する農・畜

産物を摂取するものとして算出した。 

また、液体廃棄物に起因する実効線量の算出は、漁業・海浜利用による外部被ばく及び海産

物摂取による内部被ばくについて行った。 

皮膚の等価線量は、気体廃棄物の放出実績や気象条件に基づき求めた最大着地濃度地点にお

ける大気経路と、液体廃棄物の放出実績に基づき求めた海洋経路の両方を算出し､これらを加算

した。 
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4.1 実効線量 

4.1.1 気体廃棄物の放出に起因する実効線量 

2010 年度 1 年間の気体廃棄物放出量（付録Ｆ参照）と同期間の核燃料サイクル工学研究

所における風向、風速、大気安定度等の気象観測値を基に年度平均空気中濃度を算出した。

算出された濃度を基に、外部被ばく及び内部被ばくによる線量を算出した。なお、排気中

濃度が定量下限値未満の場合は定量下限値の濃度で放出があったと見なし、実測放出量に

加算した。なお、東電福島第一原発事故の影響により 3 月に再処理施設の排気筒で 131I が

実測分として検出されたが、再処理施設に起因する線量の算出においてはその寄与を除外

した。 

放射性雲からの外部被ばくによる実効線量としては、85Kr のγ線及びβ線に起因する実

効線量を、吸入摂取に伴う内部被ばくによる実効線量については、3H、14C、129I、131I につ

いて算出した。これらの実効線量を周辺監視区域外の 16 方位地点ごとにそれぞれ加算し、

その値が最大となる地点での実効線量を算出した。その結果、最大線量地点は、主排気筒

から南西方向約 700m に出現し､放射性雲からの外部被ばくによる実効線量は 6.8×10-7 

mSv/y、また、同地点での吸入摂取に伴う内部被ばくによる実効線量は 1.1×10-6 mSv/y で

あった。 

農・畜産物摂取に伴う内部被ばくによる実効線量については、周辺監視区域外の 16 方位

地点ごとに年度平均空気中濃度の最大地点である主排気筒から南西方向約 800 m 地点で産

する農・畜産物を摂取するものとして算出した。その結果、1.4×10-4 mSv/y であった。 

  従って、気体廃棄物の放出に起因する実効線量は、各経路毎の評価値を合算した 

1.4×10-4 mSv/y であった。 

4.1.2 液体廃棄物の放出に起因する実効線量 

2010 年度 1 年間の液体廃棄物の放出量（付録 F 参照）を基に海産物摂取に伴う内部被ば

くによる実効線量を算出した結果、2.5×10-７ mSv/y であった。また、漁業・海浜利用に起

因する外部被ばくによる実効線量は、1.4×10-７ mSv/y であった。 

従って、液体廃棄物の放出に起因する実効線量は 4.0×10-７ mSv/y であった。 
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4.1.3 算出結果のまとめ 

気体廃棄物に起因する実効線量（1.4×10-4 mSv/y）及び液体廃棄物に起因する実効線量

（4.0×10-７mSv/y）の両者の合算値は、1.4×10-4 mSv/y であり、我が国の法令注）に定める 

周辺監視区域外の実効線量限度（1 mSv/y）の約 0.01％であった。経路ごとの算出結果を

表－1に示す。 

 

 

4.2 皮膚の等価線量    

4.2.1 気体廃棄物の放出に起因する皮膚の等価線量 

    放射性雲からの外部被ばくによる等価線量は、85Kr を含む半無限雲中での皮膚の等価線

量を算出した。その結果、最大濃度地点における皮膚の等価線量は 1.7×10-5 mSv/y であった。 

4.2.2 液体廃棄物の放出に起因する皮膚の等価線量 

漁業・海浜利用に起因する外部被ばくによる等価線量は、皮膚の等価線量を算出した。

その結果、皮膚の等価線量は 4.8×10-6 mSv/y であった。 

4.2.3 算出結果のまとめ 

 気体廃棄物及び液体廃棄物に起因する皮膚の等価線量の両者の合算値は 2.2×10-5 

mSv/y であり、我が国の法令に定める周辺監視区域外の皮膚の等価線量限度（50 mSv/y）の

約 0.00004％であった。経路ごとの算出結果を表－2に示す。 

 

 

 

 

 

 

注）核燃料物質の加工の事業に関する規則等の規定に基づき、線量限度等を定める告示（平成 12 年

12 月 26 日科学技術庁告示 13 号、平成 20 年 3 月 25 日最終改正） 

  第 9 条第 2～4 項（再処理施設に適用） 
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5．結論 

 

2010 年度は、再処理施設での使用済燃料の再処理は行われなかった。 

再処理施設保安規定に基づく 2010 年度の環境放射線モニタリング結果は、環境放射線、陸上

環境及び海洋環境の監視測定において、再処理施設に起因する異常な観測値は認められなかっ

た。しかし、2011 年 3 月 11 日 14 時 46 分の東北地方太平洋沖地震に伴う大津波により発生し

た東電福島第一原発事故の影響により、3 月又は第 4 四半期の測定結果は、空間放射線（線量

率、積算線量）、空気中放射性物質濃度（浮遊じん中全β放射能,90Sr, 137Cs 濃度、131I 濃度、水

分中 3H 濃度）、雨水中 3H 濃度、降下じん中全β放射能濃度、船体のβ線表面線量において平常

の変動幅の範囲を上回った。なお、気体状β放射能濃度については、月平均値では定量下限値

未満であるが月最大値（1時間値）では、東電福島第一原発事故による有意値を観測した。 

 

また、2010 年度の一般公衆が受ける線量評価では、再処理施設からの大気放出及び海洋放出

に起因するそれぞれの実効線量の合計が 1.4×10-4 mSv/y、皮膚の等価線量の合計が 2.2×10-5 

mSv/y であり、我が国の法令で定める公衆の実効線量限度（1 mSv/y）及び皮膚の等価線量限度

（50 mSv/y）を十分に下回っていた。

表－1 実効線量の算出結果 

 

経路 
実効線量 

(mSv/y） 

周辺監視区域外の 

線量限度(1 mSv/y) 

に対する割合(％) 

備考 

放射性雲からの 

外部被ばく 
6.8×10-7 7×10-5 

最大線量地点： 

主排気筒南西方向 

約 700m 吸入摂取による 

内部被ばく 
1.1×10-6 1×10-4 

農・畜産物摂取 

による内部被ばく 
1.4×10-4 2×10-2 

最大濃度地点：主排気筒 

南西方向 約 800m 

海産物摂取 

による内部被ばく 
2.5×10-7 3×10-5 

 

漁業・海浜利用 

による外部被ばく 
1.4×10-7 1×10-5 

 

合計 1.4×10-4 1×10-2  

注 算出にあたり、東京電力株式会社福島第一原子力発電所事故による放射性物質の影響（131I の実測分）

を除外した。 

 

 

表－2 皮膚の等価線量の算出結果 

 

経路 
皮膚の等価線量

(mSv/y) 

周辺監視区域外の 

線量限度(50 mSv/y)に

対する割合(％) 

備考 

放射性雲からの 

外部被ばく 
1.7×10-5 3×10-5 

最大濃度地点：主排気筒

南西方向 約 800m 

漁業・海浜利用 

による外部被ばく 
4.8×10-6 1×10-5 

 

合計 2.2×10-5 4×10-5  
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5．結論 
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表Ａ－１ 陸上環境放射能監視計画 

 

測定対象 
採取 測定 

備考 
採取点 頻度 項目 頻度 

空
間
放
射
線 

線量率 
周辺監視区域内 9 点* 

周辺監視区域外 3 点* 
連続 γ線 連続 

モニタリングポスト 8基 

モニタリングステーション 4基 

積算線量 
周辺監視区域内15点* 

周辺監視区域外25点* 
連続 γ線 1回／3か月

モニタリングポイント 

（TLD 使用） 

空
気 

浮遊じん 
周辺監視区域内 3 点 

周辺監視区域外 4 点 
連続 

全α放射能 

全β放射能 
1 回／週 

 

90Sr,137Cs,239 Pu 1回／3か月 測定試料は採取点別混合 

ヨウ素 
周辺監視区域内 1 点 

周辺監視区域外 3 点 
連続 131I 1 回／週 モニタリングステーション 

気体状β 

放射能濃度 

周辺監視区域内 1 点* 

周辺監視区域外 3 点* 
連続 85Kr 連続 モニタリングステーション 

水分 周辺監視区域外 2 点 連続 3H 1 回／月 

モニタリングステーション 

（ひたちなか市長砂,高野） 

採取不能の場合はこの限りではない

雨水 周辺監視区域内 1 点 連続 3H 1 回／月 
安全管理棟屋上 

採取不能の場合はこの限りではない

降下じん 周辺監視区域内 1 点 連続 全β放射能 1 回／月 安全管理棟屋上 

飲料水 
周辺監視区域内 1 点 

周辺監視区域外 3 点 
1回／3か月

全β放射能 

3H 
1回／3か月

周辺監視区域外 3 点： 

東海村照沼,ひたちなか市長砂,  

西約 10km 点 

葉菜 周辺監視区域外 3 点 1回／3か月

131I 1回／3か月
周辺監視区域外 3 点： 

東海村照沼,ひたちなか市長砂,  

西約 10km 点 

採取不能の場合はこの限りではない
90Sr,137Cs,239 Pu 1 回／年 

精米 周辺監視区域外 3 点 1 回／年 14C, 90Sr 1 回／年 

周辺監視区域外 3 点： 

東海村照沼,ひたちなか市長砂,  

西約 10km 点 

採取不能の場合はこの限りではない

牛乳 周辺監視区域外 2 点 1回／3か月

131I 1回／3か月
周辺監視区域外 2 点： 

ひたちなか市部田野, 西約 10km 点 

採取不能の場合はこの限りではない
90Sr 1 回／年 

表土 
周辺監視区域内 2 点 

周辺監視区域外 3 点 
1 回／年 90Sr,137Cs,239 Pu 1 回／年  

河川水 
新川    3 点 

久慈川上流 1 点 
1回／6か月

全β放射能 

3H 
1回／6か月

 

河底土 
新川    3 点 

久慈川上流 1 点 
1回／6か月 全β放射能 1回／6か月

 

備考  *：各測定対象の測定地点数を示す。 

連続：点検、保守などに伴う一時的な停止を除く。 

239 Pu：239 ,240Pu を示す。 
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表Ａ－２ 海洋環境放射能監視計画 

 

測定対象 
採取 測定 

備考 
採取点 頻度 項目 頻度 

海水 

放出口付近       5 点 1回／3か月
全β放射能,3H 1回／3か月

5 点混合試料について測定 
核種分析 1 回／年 

久慈沖及び磯崎沖 2 点 1回／6か月 全β放射能,3H 1回／6か月  

北約 20km 点  １点 1 回／年 
全β放射能,3H

核種分析 
1 回／年 

 

海底土 

放出口付近       5 点 1回／6か月 核種分析 1回／6か月 5 点混合試料について測定 

久慈沖及び磯崎沖 2 点 1回／6か月 核種分析 1回／6か月  

北約 20km 点  １点 1回／6か月 核種分析 1回／6か月  

海岸水 

久慈浜海岸      １点 

阿字ケ浦海岸    １点 

南北約 20km 点各１点 

1回／6か月

  

 
1回／6か月

 

核種分析 1 回／年 

海岸砂 

久慈浜海岸      １点* 

阿字ケ浦海岸    １点* 

南北約 20km 点各１点* 

1回／3か月 表面線量 1回／3か月

 

海
産
生
物 

シラス 
東海村地先   １点 

約 10km 以遠  １点 
1回／3か月 核種分析 1回／3か月 採取不能の場合はこの限りではない

カレイ又

はヒラメ 

東海村地先   １点 

約 10km 以遠  １点 
1回／3か月 核種分析 1回／3か月 採取不能の場合はこの限りではない

貝類 
久慈浜地先   １点 

約 10km 以遠  １点 
1回／3か月 核種分析 1回／3か月 採取不能の場合はこの限りではない

褐藻類 

（ワカメ

又はヒジ

キ等） 

久慈浜地先   １点 

磯崎地先    １点 

約 10km 以遠  １点 

1回／3か月 核種分析 1回／3か月 採取不能の場合はこの限りではない

漁網 
東海村地先において曳航

の漁網 
1回／3か月 表面線量 1回／3か月

モニタリングに係る船が曳航する漁

網について測定 

船体 甲板 1回／3か月 表面線量 1回／3か月
モニタリングに係る船の甲板に取り

付けた模擬片について測定 

（注）*：各測定対象の測定地点数を示す。 

核種分析の対象核種は，90Sr，106Ru，134Cs，137Cs，144Ce 及び 239 ,240Pu とする。 

 

全β放射能,3H
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 表Ａ－３に「発電用原子炉施設の安全解析に関する気象指針（平成１３年３月一部改訂、

原子力安全委員会）」に示される気象資料の統計整理項目を、表Ａ－４にその他の補足的統

計整理項目を記した。 

 

表Ａ－３ 気象資料の統計整理項目 

 

項目 記号 単位 最小位数 

（１）風向別大気安定度別風速逆数の総和 Sd,s S／m 0.01 

（２）風向別大気安定度別風速逆数の平均 Sd,s S／m 0.01 

（３）風向別風速逆数の平均 Sd S／m 0.01 

（４）風向出現頻度  ％ 0.1 

（５）大気安定度出現頻度  ％ 0.1 

（６）風向別大気安定度出現回数 Nd,s 回数 0.1 

（７）静穏時大気安定度出現回数 cNs 回数 1 

（８）風速 0.5～2.0m／s の風向出現回数 N′d 回数 1 

（９）月別欠測回数  回数 1 

 

表Ａ－４ 気象資料の補足的統計整理項目 

 

測定項目 整理項目 単位 最小位数 

風向・風速 

（地上 ７０ｍ） 

風向出現頻度 

月別平均・最大風速 

風向別平均風速 

風速階級出現頻度 

％ 

m／S 

m／S 

％ 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

風向・風速 

（地上 １０ｍ注）） 

風向出現頻度 

月別平均・最大風速 

風向別平均風速 

風速階級出現頻度 

％ 

m／S 

m／S 

％ 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

気温 

月別平均気温 

月別時間最高気温 

月別時間最低気温 

月別日最高気温 

月別日最低気温 

気温出現頻度 

℃ 

℃ 

℃ 

℃ 

℃ 

％ 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

降雨量 

月間降雨量 

月間最大日降雨量 

月間降雨時間 

降雨率出現頻度 

mm 

mm／d 

h 

％ 

0.5 

0.5 

1 

0.1 

注）周辺建物及び樹木等の影響を考慮した敷地を代表する地上１０ｍ相当を意味する。以下の地上１０ｍ

も同様とする。 
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1. 空間放射線 

（1）線量率 

周辺監視区域内 1か所、周辺監視区域外 3 か所（監視対象区域 2 か所、比較対照区域

1 か所）に設置したモニタリングステーション及び周辺監視区域内の 8か所に設置した

モニタリングポストにおいて、空間放射線線量率計（エネルギー補償型 NaI(Tℓ)シンチ

レーション検出器）を用いて線量率を連続的に測定した。 

（2）積算線量 

周辺監視区域内 15 か所、周辺監視区域外 25 か所に積算線量計（熱ルミネセンス線量

計；Panasonic 製 UD-200S）を各 3本（6 素子）配置し、3か月毎に回収して積算線量を

測定した。なお､測定期間が 91 日からずれた場合は､91 日に換算規格化した。 

2. 気体状β放射能濃度 

周辺監視区域内 1か所、周辺監視区域外 3 か所に設置したモニタリングステーションに

おいて、気体状β放射能測定器（薄窓型 GM 管検出器）を用い、空気中の気体状β放射能

濃度を連続的に測定した。 

3. 表面線量 

海岸砂のβ表面計数率は、海岸砂の表面 1～2cm の距離における計数率を端窓型 GM サー

ベイメータにより測定した。同試料のγ表面線量率は、NaI(Tℓ)シンチレーションサーベ

イメータを用い、地上 1m の位置で測定した。 

漁網、船体片のβ吸収線量率はβ線エネルギー依存性の少ない 2mm 厚さのプラスチック

シンチレーション検出器を試料の上 5cm に設置し、測定した。γ表面線量率は、DBM 式

NaI(Tℓ)シンチレーション線量率計を漁網及び船体片横 1m に設置し、測定した。 

4. 各種環境試料中の放射性物質濃度 

各種環境試料中の放射性物質濃度の測定方法及び測定器を表 B-1 に示す。これらの測定

方法のうち、文部科学省マニュアル（文部科学省放射能測定法シリーズ）が制定されて

いるものについてはそれに準拠した方法を用い、他のものについては原子力機構の標準

分析作業法等に定めた方法を用いた。 

測定項目別の定量下限値を表 B-2 に示す。 
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表Ｂ－１ 分析法,測定器一覧 

 

核種 試料 分析法 測定器 

全α放射能 浮遊じん 直接法 ZnS（Ag）シンチレーションカウンタ 

全β放射能 

浮遊じん 

降下じん 

飲料水 

河川水 

河底土 

海水 

海岸水 

直接法 

蒸発乾固法 

〃 

蒸発乾固法、鉄バリウム共沈法 

直接法 

鉄バリウム共沈法 

〃 

 

GM 計数管 

 

低バックグラウンドβ線測定装置 

（ガスフロー型比例計数管） 

 

 

3H 

空気水分中 

雨水 

飲料水 

河川水 

海水 

海岸水 

蒸留法 低バックグラウンド液体シンチレーションカウンタ 

14C 精米 ベンゼン合成法 低バックグラウンド液体シンチレーションカウンタ 

90Sr 

浮遊じん 

葉菜 

精米 

牛乳 

表土 

海水 

海底土 

海岸水 

海産生物 

90Y ミルキング法（シュウ酸塩法） 
低バックグラウンドβ線測定装置 

（ガスフロー型比例計数管） 

106Ru 

海水 

海岸水 

海底土 

海産生物 

機器分析法―フェロシアン化 Ni―水酸化鉄共沈法

〃 

機器分析法 

〃 

Ge 半導体検出器を用いたγ線スペクトロメトリ 

131I 

空気中 

葉菜 

牛乳 

機器分析法 

機器分析法（ジュース化） 

機器分析法 

Ge 半導体検出器を用いたγ線スペクトロメトリ 

134Cs,137Cs 

海水 

海岸水 

海底土 

海産生物 

機器分析法―フェロシアン化 Ni―水酸化鉄共沈法

〃 

機器分析法 

〃 

〃 

〃 

〃 

Ge 半導体検出器を用いたγ線スペクトロメトリ 

137Cs 

浮遊じん 

葉菜 

表土 

144Ce 

海水 

海岸水 

海底土 

海産生物 

機器分析法―フェロシアン化 Ni―水酸化鉄共沈法

〃 

機器分析法 

〃 

Ge 半導体検出器を用いたγ線スペクトロメトリ 

239,240Pu 

浮遊じん 

葉菜 

表土 

海水 

海底土 

海岸水 

海産生物 

イオン交換法 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

表面障壁型 Si 半導体検出器を用いたα線スペクトロメトリ
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表Ｂ－２ 定量下限値一覧 

 

測定項目 単位 定量下限値 供試量 測定器（注） 備考 

空
気
中
放
射
性
物
質
濃
度 

浮
遊
じ
ん 

全α放射能 

全β放射能 

90Sr 

137Cs 

239,240Pu 

mBq／m3 

0.02 

0.7 

0.01 

0.007 

0.0001 

400～1200 m3 

400～1200 m3 

8000～11000 m3

8000～11000 m3

8000～11000 m3

ZnS 

GM 

LBC 

Ge 

Si 

1 週間試料 

〃 

3 か月間試料 

〃 

〃 

131I mBq／m3 0.2 100～800 m3 Ge 1 週間試料 

気体状β放射能濃度 kBq／m3 7 0.3 ℓ GM 直接測定 

水分中 3H Bq／ℓ 4 0.04 ℓ LSC 1 週間／月 

雨水 3H Bq／ℓ 4 0.04 ℓ LSC  

降下じん 全β放射能 Bq／m2 4 0.5 m2水盤 GM  

飲料水 
全β放射能 

3H 
Bq／ℓ 

0.04 

4 

1 ℓ 

0.01～0.04 ℓ 

LBC 

LSC 

 

葉菜 

90Sr 

131I 

137Cs 

239,240Pu 

Bq／kg・生 

0.04 

1 

0.08 

0.0002 

2～3 kg・生 

1～2 kg・生 

7～9 kg・生 

1～3 kg・生 

LBC 

Ge 

Ge 

Si 

灰 20～40g 

ジュース直接測定

灰 100～200g 

灰 20～40g 

精米 

14C 

90Sr 

Bq／g・炭素 

Bq／kg・生 

0.005 

0.04 

17 g 

4～5 kg・生 

LSC 

LBC 

 

灰 20g 

牛乳 

90Sr 

131I 
Bq／ℓ・生 

0.02 

0.2 

2.5～3 ℓ・生 

2 ℓ・生 

LBC 

Ge 

灰 20g 

直接測定 

表土 

90Sr 

137Cs 

239,240Pu 

Bq／kg・乾 

0.08 

0.8 

0.04 

0.1 kg・乾 

0.2～0.6 kg・乾

約 50 g・乾 

LBC 

Ge 

Si 

直接測定 

河川水 
全β放射能 

3H 
Bq／ℓ 

0.04 

4 

1 ℓ 

0.0 4ℓ 

LBC 

LSC 

 

河底土 全β放射能 Bq／kg・乾 80 5 g・乾 GM  

（注） 

ZnS ：ZnS（Ag）シンチレーションカウンタ 

GM ：GM 計数管 

LSC ：低バックグラウンド液体シンチレーションカウンタ 

LBC ：低バックグラウンドβ線測定器 

Ge ：Ge 半導体検出器 

Si ：表面障壁型 Si 半導体検出器 

【測定時間】 

ZnS ：10～40 分 

GM ：10～40 分 

LSC ：300～500 分 

LBC ：50～100 分 

Ge ：900～1300 分 

Si ：1300 分 
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表Ｂ－２  定量下限値一覧（続き） 

 

測定項目 単位 定量下限値 供試量 測定器（注 2） 備考 

海水 

海岸水 

全β放射能 

3H 

90Sr 

106Ru 

134Cs 

137Cs 

144Ce 

239,240Pu 

Bq／ℓ 

0.04 

4 

0.002 

0.02 

0.008 

0.004 

0.02 

0.00002 

2 ℓ 

0.04 ℓ 

20 ℓ 

20 ℓ 

20 ℓ 

20 ℓ 

20 ℓ 

80～100 ℓ 

LBC 

LSC 

LBC 

Ge 

Ge 

Ge 

Ge 

Si 

 

海底土 

90Sr 

106Ru 

134Cs 

137Cs 

144Ce 

239,240Pu 

Bq／kg・乾 

0.08 

6 

1 

0.8 

6 

0.04 

0.3 kg・乾 

0.2～0.6 kg・乾

0.2～0.6 kg・乾

0.2～0.6 kg・乾

0.2～0.6 kg・乾

0.05 kg・乾 

LBC 

Ge 

Ge 

Ge 

Ge 

Si 

 

海産生物 

（注 1） 

90Sr 

106Ru 

134Cs 

137Cs 

144Ce 

239,240Pu 

Bq／kg・生 

0.02 

0.8 

0.2 

0.04 

0.8 

0.002 

1～2.5 kg・生 

3～9 kg・生 

3～9 kg・生 

3～9 kg・生 

3～9 kg・生 

0.7～2 kg・生 

LBC 

Ge 

Ge 

Ge 

Ge 

Si 

灰 20～80g 

灰 50～150g 

灰 50～150g 

灰 50～150g 

灰 50～150g 

灰 20～30g 

漁網 

船体 

β吸収線量率

γ表面線量率
nGy／h 

30 

10 

──── 

──── 

プラシン 

NaI(Tℓ) 

 

（注 1）シラス，カレイ又はヒラメ，貝類及び褐藻類（ワカメ又はヒジキ等） 

（注 2） 

LBC ：低バックグラウンドβ線測定器 

LSC ：低バックグラウンド液体シンチレーションカウンタ 

Ge ：Ge 半導体検出器 

Si ：表面障壁型 Si 半導体検出器 

プラシン ：プラスチックシンチレーション検出器 

NaI(Tℓ) ：NaI(Tℓ)シンチレーション検出器 

【測定時間】 

LBC  ：50～100 分 

LSC  ：300～500 分 

Ge ：900～1300 分 

Si ：1300 分 

プラシン ：60 分 

NaI(Tℓ) ：60 分 
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測定値一覧表記載方法の説明 

 

1. 測定値は、測定項目ごとに 2 0 1 0 年 4 月から 2 0 1 1 年 3 月分をまとめて表にした。  

2. 測定値の有効数字は、最大 2桁とした。 

3. 測定値が定量下限値未満である場合は、該当欄に記号「＊」を記した。また、定量下 

限値は備考に示した。 

4. 測定値が、試料の採取不能のために得られず、欠測となった場合には、該当欄に「採

取不能」と記した。  

5. 1 か月ごとに測定値の得られるものについては 2 0 1 0 年 4 月～6月、7月～9月、10 

月～12 月及び 2 0 1 1 年 1 月～3 月の 3 か月間の平均値を「3 か月平均」の欄に記載し、

2 0 1 0 年 4 月～2 0 1 1 年 3 月の平均値を「2 0 1 0 年度平均」の欄に記載した。 

3か月ごと及び6か月ごとに1回の頻度で測定値の得られるものについては1年間の平

均値を「平均」の欄に記載した。1 年に 1 回の頻度で測定値の得られるものについては 1

年間の平均値は記載しなかった。 

6. 平均値としては、測定値の算術平均値を示した。3か月平均値は、1か月ごとの測定値

の 3か月分の算術平均値であり、また、1 年間の平均値は、1か月ごとに測定値のあるも

のについてはその 1 年分の算術平均値、3か月ごとに測定値のあるものについてはその 1

年分の算術平均値である。測定値に定量下限値未満のものがある場合には、平均値の算

出は、当該測定値が定量下限値であったとして行った。この場合は、平均値の欄には、

算出された平均値の左側に記号「＜」を付して区別した。 

  

JAEA-Review 2012-015

- 43 -



This is a blank page. 



 43

 

 

目     次 

 

1. 2010 年度の測定結果 .......................................................... 47 

2. 測定値経時変化図 ............................................................. 73 

 

JAEA-Review 2012-015

- 45 -



This is a blank page. 



JAEA-Review 2012-015 

- 45 - 

 

 

  

１. 2010 年度の測定結果 

JAEA-Review 2012-015

- 47 -



This is a blank page. 



 47

 

 

2010 年度の測定値一覧表 

 

目     次 

 

表 D－1  空間放射線（線量率） ...................................................50 

表 D－2  空間放射線（積算線量） .................................................51 

表 D－3  空気中放射性物質濃度 ...................................................53 

表 D－4  雨水中放射性物質濃度 ...................................................56 

表 D－5  降下じん中放射性物質濃度 ...............................................56 

表 D－6  飲料水中放射性物質濃度 .................................................57 

表 D－7  葉菜中放射性物質濃度 ...................................................58 

表 D－8  精米中放射性物質濃度 ...................................................59 

表 D－9  牛乳中放射性物質濃度 ...................................................59 

表 D－10 表土中放射性物質濃度 ...................................................60 

表 D－11 河川水中放射性物質濃度 .................................................60 

表 D－12 河底土中放射性物質濃度 .................................................60 

表 D－13 海水中放射性物質濃度 ...................................................61 

表 D－14 海底土中放射性物質濃度 .................................................62 

表 D－15 海岸水中放射性物質濃度 .................................................64 

表 D－16 海岸砂表面線量 .........................................................65 

表 D－17 海産生物中放射性物質濃度 ...............................................66 

表 D－18 漁網表面線量 ...........................................................72 

表 D－19 船体表面線量 ...........................................................72 

 

JAEA-Review 2012-015

- 49 -



 
表

Ｄ
−
２

　
空

間
放

射
線

（
積

算
線

量
）

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
測
　
定
　
値
　
(
μ
G
y
)

第
１
四
半
期

第
２
四
半
期

第
３
四
半
期

第
４
四
半
期

2
0
1
0
年
度

2
0
1
0
年
度

区
分

場
　
　
所
　
　
名

番
号

（
3
.
2
6
-
6
.
2
5
）

（
6
.
2
5
-
9
.
2
4
）

（
9
.
2
4
-
1
2
.
2
4
）
（
1
2
.
2
4
-
3
.
2
5
）

平
均

積
算

　
　

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　
安
全
管
理
棟
(
鉛
室

内
)

5
0

5
0

5
0

6
0

5
3

2
1
0

　
東
海
村
　
照
沼
公
民
館

F
-
2
4

9
0

1
0
0

9
0

2
0
0

1
2
0

4
8
0

　
東
海
村
　
茨
城
東
病
院

F
-
2
5

5
0

6
0

6
0

3
4
0

1
2
8

5
1
0

　
ひ
た
ち
な
か
市
　
長
砂
公
民
館

F
-
2
6

8
0

9
0

8
0

1
7
0

1
0
5

4
2
0

　
ひ
た
ち
な
か
市
　
前
渡
小
学
校

F
-
2
7

8
0

9
0

9
0

3
4
0

1
5
0

6
0
0

　
東
海
村
　
箕
輪
団
地

F
-
2
8

6
0

7
0

6
0

4
3
0

1
5
5

6
2
0

　
東
海
村
　
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
工
学
研
究
所
分
室

F
-
2
9

5
0

6
0

6
0

3
4
0

1
2
8

5
1
0

　
東
海
村
　
太
田
団
地

F
-
3
0

9
0

1
0
0

1
0
0

2
6
0

1
3
8

5
5
0

監
視
対

　
ひ
た
ち
な
か
市
　
足
崎
公
民
館

F
-
3
1

8
0

9
0

9
0

2
3
0

1
2
3

4
9
0

象
区
域

　
東
海
村
　
川
根

F
-
3
4

7
0

8
0

7
0

2
2
0

1
1
0

4
4
0

　
東
海
村
　
川
根
公
民
館

F
-
3
6

8
0

9
0

9
0

2
2
0

1
2
0

4
8
0

　
東
海
村
　
須
和
間
公
民
館

F
-
3
7

8
0

8
0

8
0

2
5
0

1
2
3

4
9
0

　
東
海
村
　
中
丸
小
学
校

F
-
3
9

7
0

7
0

7
0

1
8
0

9
8

3
9
0

 
周

辺
監
視

　
東
海
村
　
舟
石
川

F
-
4
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

2
1
0

1
2
8

5
1
0

 
区

域
外

　
東
海
村
　
百
塚
原
団
地

F
-
4
1

7
0

7
0

7
0

2
3
0

1
1
0

4
4
0

　
東
海
村
　
原
子
力
科
学
研
究
所

F
-
4
3

7
0

9
0

7
0

3
6
0

1
4
8

5
9
0

　
東
海
村
　
東
海
中
学
校

F
-
5
0

6
0

7
0

6
0

2
8
0

1
1
8

4
7
0

　
ひ
た
ち
な
か
市
　
中
根

F
-
1
8

8
0

8
0

8
0

1
7
0

1
0
3

4
1
0

　
ひ
た
ち
な
か
市
　
阿
字
ケ
浦

F
-
2
2

7
0

7
0

7
0

2
3
0

1
1
0

4
4
0

　
ひ
た
ち
な
か
市
　
高
野
小
学
校

F
-
3
2

8
0

8
0

8
0

1
9
0

1
0
8

4
3
0

比
較
対

　
ひ
た
ち
な
か
市
　
市
役
所

F
-
3
3

8
0

9
0

8
0

2
4
0

1
2
3

4
9
0

照
区
域

　
ひ
た
ち
な
か
市
　
佐
野
小
学
校

F
-
3
5

7
0

7
0

7
0

1
9
0

1
0
0

4
0
0

　
那
珂
市
　
県
立
水
戸
農
業
高
校

F
-
3
8

4
0

4
0

4
0

2
8
0

1
0
0

4
0
0

　
東
海
村
　
外
宿
公
民
館

F
-
4
2

9
0

1
0
0

9
0

1
9
0

1
1
8

4
7
0

　
日
立
市
　
久
慈

F
-
4
4

7
0

7
0

7
0

3
6
0

1
4
3

5
7
0

　
水
戸
市
　
石
川

F
-
4
5

8
0

9
0

8
0

2
0
0

1
1
3

4
5
0

備
考

1
)
　
各
四
半
期
下
段
の
（
　
　

）
内
は
設
置
期
間
を
示
す
。
な
お
、
測
定
値
は
9
1
日
間
の
積
算
線
量
に
換
算
し
た
値
で
あ
る
。

2
)
　
測
定
値
は
、
宇
宙
線
成
分

及
び
自
己
汚
染
成
分
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
を
除
い
た
値
。

3
)
　
目
安
レ
ベ
ル
　
:
　
周
辺
監

視
区
域
外
2
0
0
（
μ
G
y
/
3
か
月
）

4
)
　
第
４
四
半
期
は
、
東
電
福

島
第
一
原
発
事
故
の
影
響
を
含
む
。

　
　
　
　
測
　
　
定
　

　
場
　
　
所

49

表
Ｄ

−
１

　
空

間
放

射
線

（
線

量
率

）

測
　

定
　

値
　
（

n
G
y
/
h
）

測
　

　
定

　
　

場
　

　
所

３
か

月
平

均

2
0
1
0
年

2
0
1
1
年

2
0
1
0
年

2
0
1
1
年

2
0
1
0
年

度

　
　

区
　
分

場
　

所
　

名
番

　
号

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月

-
6
月

7
月

-
9
月

1
0
月

-
1
2
月

1
月

-
3
月

平
　

均

東
海

村
舟

石
川

Ｓ
Ｔ

-
２

最
大

4
8

5
1

5
1

5
9

4
3

5
0

4
8

5
6

5
2

4
4

4
9

3
0
0
0

監
視

対
平

均
3
6

3
5

3
5

3
5

3
5

3
6

3
6

3
6

3
6

3
5

3
6

1
9
0

3
5

3
5

3
6

8
7

4
8

周
辺

監
視

象
区

域
ひ

た
ち

な
か

市
Ｓ

Ｔ
-
３

最
大

5
0

5
3

4
6

6
2

4
1

5
3

4
8

5
7

5
4

5
0

5
0

3
6
0
0

区
域

外
長

砂
平

均
3
4

3
4

3
4

3
4

3
4

3
5

3
4

3
5

3
5

3
4

3
4

2
4
0

3
4

3
4

3
5

1
0
0

5
1

比
較

対
ひ

た
ち

な
か

市
Ｓ

Ｔ
-
４

最
大

4
5

4
5

5
2

6
4

4
2

5
0

4
5

5
3

5
0

4
4

4
5

2
8
0
0

照
区

域
高

野
平

均
3
2

3
2

3
1

3
2

3
2

3
4

3
2

3
3

3
3

3
2

3
2

1
9
0

3
2

3
3

3
3

8
5

4
5

正
　

　
門

Ｐ
-
１

最
大

6
2

6
5

6
3

7
5

5
3

6
6

5
9

7
0

6
9

5
9

6
2

4
1
0
0

警
備

所
前

平
均

4
4

4
4

4
3

4
3

4
3

4
5

4
4

4
4

4
4

4
4

4
4

4
6
0

4
4

4
4

4
4

1
8
0

7
9

再
処

理
施

設
Ｐ

-
３

最
大

5
7

5
8

6
1

6
5

5
0

6
1

5
6

6
2

6
3

5
7

5
5

4
6
0
0

北
　

　
柵

平
均

4
5

4
4

4
4

4
4

4
5

4
6

4
5

4
5

4
5

4
5

4
4

5
9
0

4
4

4
5

4
5

2
3
0

9
0

構
内

グ
ラ

ン
ド

Ｐ
-
５

最
大

5
8

6
2

6
5

7
3

5
0

6
4

5
8

6
9

7
0

5
8

5
9

4
0
0
0

周
辺

監
視

監
視

対
西

　
　

柵
平

均
4
1

4
1

4
1

4
0

4
1

4
3

4
1

4
2

4
2

4
1

4
2

3
4
0

4
1

4
1

4
2

1
4
0

6
6

区
域

境
界

象
区

域
Ｌ

　
　

棟
Ｐ

-
６

最
大

5
7

5
9

6
9

6
9

4
6

6
2

5
5

6
6

6
5

5
8

5
6

4
4
0
0

南
　

　
柵

平
均

4
1

4
0

4
0

4
0

4
0

4
2

4
1

4
1

4
1

4
0

4
1

3
8
0

4
0

4
1

4
1

1
5
0

6
9

再
処

理
施

設
Ｐ

-
７

最
大

4
8

5
0

5
7

6
1

4
2

5
1

5
0

5
7

6
1

5
2

5
3

4
7
0
0

東
　

　
柵

平
均

3
6

3
6

3
6

3
6

3
7

3
7

3
6

3
7

3
7

3
7

3
7

5
4
0

3
6

3
7

3
7

2
0
0

7
9

実
規

模
開

発
試

験
室

Ｐ
-
８

最
大

5
8

6
1

7
2

7
7

5
0

6
5

5
8

7
0

7
0

6
2

6
1

4
3
0
0

南
　

　
柵

平
均

4
3

4
3

4
3

4
3

4
3

4
4

4
3

4
3

4
3

4
3

4
3

4
1
0

4
3

4
3

4
3

1
7
0

7
4

安
全

管
理

棟
Ｓ

Ｔ
-
１

最
大

4
3

4
6

4
5

5
2

3
8

4
7

4
3

5
1

5
1

4
4

4
5

4
0
0
0

平
均

3
2

3
2

3
1

3
2

3
2

3
3

3
2

3
2

3
2

3
2

3
2

2
4
0

3
2

3
2

3
2

1
0
0

4
9

工
務

技
術

Ｐ
-
２

最
大

5
7

5
9

5
8

6
5

4
8

5
9

5
6

6
5

6
5

6
2

5
8

4
8
0
0

管
理

棟
前

平
均

4
5

4
4

4
4

4
4

4
4

4
5

4
5

4
5

4
5

4
5

4
5

6
5
0

4
4

4
4

4
5

2
5
0

9
5

プ
　

ル
　

燃
Ｐ

-
４

最
大

5
6

5
4

6
1

6
4

5
0

5
7

5
5

6
0

6
5

5
9

5
8

3
9
0
0

警
備

所
前

平
均

4
3

4
3

4
3

4
3

4
3

4
5

4
4

4
4

4
4

4
4

4
4

3
9
0

4
3

4
4

4
4

1
6
0

7
3

備
考

1
)
　

各
月

の
平

均
値

は
、

１
時

間
値

の
月

平
均

値
。

2
)
　

各
月

の
最

大
値

は
、

月
間

最
大

１
時
間

値
。

3
)
　

Ｐ
-
１

～
Ｐ

-
８

は
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ
ポ

ス
ト

。

4
)
　

Ｓ
Ｔ

-
１

～
Ｓ

Ｔ
-
４

は
、

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
。

5
)
　

目
安

レ
ベ

ル
　

:
　

周
辺

監
視

区
域
外

の
月

平
均

値
1
5
0
（

n
G
y
/
h
）

6
)
　

3
月

は
東

電
福

島
第

一
原

発
事

故
の
影

響
を

含
む

。

周
辺

監
視

区
域

内

48

JAEA-Review 2012-015

- 50 -

JAEA-Review 2012-015

- 51 -



 
表

Ｄ
−
２

　
空

間
放

射
線

（
積

算
線

量
）

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
測
　
定
　
値
　
(
μ
G
y
)

第
１
四
半
期

第
２
四
半
期

第
３
四
半
期

第
４
四
半
期

2
0
1
0
年
度

2
0
1
0
年
度

区
分

場
　
　
所
　
　
名

番
号

（
3
.
2
6
-
6
.
2
5
）

（
6
.
2
5
-
9
.
2
4
）

（
9
.
2
4
-
1
2
.
2
4
）
（
1
2
.
2
4
-
3
.
2
5
）

平
均

積
算

　
　

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　
安
全
管
理
棟
(
鉛
室

内
)

5
0

5
0

5
0

6
0

5
3

2
1
0

　
東
海
村
　
照
沼
公
民
館

F
-
2
4

9
0

1
0
0

9
0

2
0
0

1
2
0

4
8
0

　
東
海
村
　
茨
城
東
病
院

F
-
2
5

5
0

6
0

6
0

3
4
0

1
2
8

5
1
0

　
ひ
た
ち
な
か
市
　
長
砂
公
民
館

F
-
2
6

8
0

9
0

8
0

1
7
0

1
0
5

4
2
0

　
ひ
た
ち
な
か
市
　
前
渡
小
学
校

F
-
2
7

8
0

9
0

9
0

3
4
0

1
5
0

6
0
0

　
東
海
村
　
箕
輪
団
地

F
-
2
8

6
0

7
0

6
0

4
3
0

1
5
5

6
2
0

　
東
海
村
　
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
工
学
研
究
所
分
室

F
-
2
9

5
0

6
0

6
0

3
4
0

1
2
8

5
1
0

　
東
海
村
　
太
田
団
地

F
-
3
0

9
0

1
0
0

1
0
0

2
6
0

1
3
8

5
5
0

監
視
対

　
ひ
た
ち
な
か
市
　
足
崎
公
民
館

F
-
3
1

8
0

9
0

9
0

2
3
0

1
2
3

4
9
0

象
区
域

　
東
海
村
　
川
根

F
-
3
4

7
0

8
0

7
0

2
2
0

1
1
0

4
4
0

　
東
海
村
　
川
根
公
民
館

F
-
3
6

8
0

9
0

9
0

2
2
0

1
2
0

4
8
0

　
東
海
村
　
須
和
間
公
民
館

F
-
3
7

8
0

8
0

8
0

2
5
0

1
2
3

4
9
0

　
東
海
村
　
中
丸
小
学
校

F
-
3
9

7
0

7
0

7
0

1
8
0

9
8

3
9
0

 
周

辺
監
視

　
東
海
村
　
舟
石
川

F
-
4
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

2
1
0

1
2
8

5
1
0

 
区

域
外

　
東
海
村
　
百
塚
原
団
地

F
-
4
1

7
0

7
0

7
0

2
3
0

1
1
0

4
4
0

　
東
海
村
　
原
子
力
科
学
研
究
所

F
-
4
3

7
0

9
0

7
0

3
6
0

1
4
8

5
9
0

　
東
海
村
　
東
海
中
学
校

F
-
5
0

6
0

7
0

6
0

2
8
0

1
1
8

4
7
0

　
ひ
た
ち
な
か
市
　
中
根

F
-
1
8

8
0

8
0

8
0

1
7
0

1
0
3

4
1
0

　
ひ
た
ち
な
か
市
　
阿
字
ケ
浦

F
-
2
2

7
0

7
0

7
0

2
3
0

1
1
0

4
4
0

　
ひ
た
ち
な
か
市
　
高
野
小
学
校

F
-
3
2

8
0

8
0

8
0

1
9
0

1
0
8

4
3
0

比
較
対

　
ひ
た
ち
な
か
市
　
市
役
所

F
-
3
3

8
0

9
0

8
0

2
4
0

1
2
3

4
9
0

照
区
域

　
ひ
た
ち
な
か
市
　
佐
野
小
学
校

F
-
3
5

7
0

7
0

7
0

1
9
0

1
0
0

4
0
0

　
那
珂
市
　
県
立
水
戸
農
業
高
校

F
-
3
8

4
0

4
0

4
0

2
8
0

1
0
0

4
0
0

　
東
海
村
　
外
宿
公
民
館

F
-
4
2

9
0

1
0
0

9
0

1
9
0

1
1
8

4
7
0

　
日
立
市
　
久
慈

F
-
4
4

7
0

7
0

7
0

3
6
0

1
4
3

5
7
0

　
水
戸
市
　
石
川

F
-
4
5

8
0

9
0

8
0

2
0
0

1
1
3

4
5
0

備
考

1
)
　
各
四
半
期
下
段
の
（
　
　

）
内
は
設
置
期
間
を
示
す
。
な
お
、
測
定
値
は
9
1
日
間
の
積
算
線
量
に
換
算
し
た
値
で
あ
る
。

2
)
　
測
定
値
は
、
宇
宙
線
成
分

及
び
自
己
汚
染
成
分
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
を
除
い
た
値
。

3
)
　
目
安
レ
ベ
ル
　
:
　
周
辺
監

視
区
域
外
2
0
0
（
μ
G
y
/
3
か
月
）

4
)
　
第
４
四
半
期
は
、
東
電
福

島
第
一
原
発
事
故
の
影
響
を
含
む
。

　
　
　
　
測
　
　
定
　

　
場
　
　
所
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表

Ｄ
−
２

　
空

間
放

射
線

（
積

算
線

量
）

（
続

）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
測
　
定
　
値
　
(
μ
G
y
)

第
１
四
半
期

第
２
四
半
期

第
３
四
半
期

第
４
四
半
期

2
0
1
0
年
度

2
0
1
0
年
度

区
分

場
　
　
所
　
　
名

番
号

（
3
.
2
6
-
6
.
2
5
）

（
6
.
2
5
-
9
.
2
4
）

（
9
.
2
4
-
1
2
.
2
4
）
（
1
2
.
2
4
-
3
.
2
5
）

平
均

積
算

　
正
門
警
備
所
前

S
-
1

8
0

8
0

9
0

2
9
0

1
3
5

5
4
0

　
放
射
線
保
健
室
西
柵

S
-
2

9
0

1
0
0

1
0
0

2
5
0

1
3
5

5
4
0

　
第
１
検
査
技
術
開
発
室
北
柵

S
-
3

8
0

8
0

8
0

2
1
0

1
1
3

4
5
0

　
再
処
理
　
ウ
ラ
ン
貯
蔵
所
北
柵

S
-
4

1
0
0

1
0
0

1
0
0

2
7
0

1
4
3

5
7
0

　
再
処
理
　
第
一
付
属
排
気
筒
前

S
-
5

8
0

8
0

8
0

2
0
0

1
1
0

4
4
0

周
辺

監
視

監
視
対

　
プ
ル
燃
　
第
三
開
発
室
東
柵

S
-
6

6
0

8
0

6
0

4
4
0

1
6
0

6
4
0

区
域

境
界

象
区
域

　
Ｌ
棟
東
柵

S
-
7

7
0

8
0

8
0

2
2
0

1
1
3

4
5
0

　
Ｌ
棟
南
柵

S
-
8

6
0

7
0

7
0

4
1
0

1
5
3

6
1
0

　
Ｌ
棟
西
柵

S
-
9

4
0

5
0

5
0

5
1
0

1
6
3

6
5
0

　
プ
ル
燃
　
第
二
開
発
室
西
柵

S
-
1
0

6
0

7
0

6
0

2
5
0

1
1
0

4
4
0

　
構
内
グ
ラ
ン
ド
西
柵

S
-
1
1

7
0

8
0

8
0

3
5
0

1
4
5

5
8
0

　
安
全
管
理
棟
南
柵

S
-
1
2

8
0

9
0

8
0

3
0
0

1
3
8

5
5
0

　
安
全
管
理
棟
北
口
玄
関
前

S
-
1
3

8
0

9
0

9
0

3
0
0

1
4
0

5
6
0

　
構
内
グ
ラ
ン
ド
東
側

S
-
1
4

8
0

8
0

8
0

2
2
0

1
1
5

4
6
0

　
プ
ル
燃
警
備
所
前

S
-
1
5

8
0

8
0

8
0

2
3
0

1
1
8

4
7
0

備
考

1
)
　
各
四
半
期
下
段
の
（
　
　

）
内
は
設
置
期
間
を
示
す
。
な
お
、
測
定
値
は
9
1
日
間
の
積
算
線
量
に
換
算
し
た
値
で
あ
る
。

2
)
　
測
定
値
は
、
宇
宙
線
成
分

及
び
自
己
汚
染
成
分
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
を
除
い
た
値
。

3
)
　
第
４
四
半
期
は
、
東
電
福

島
第
一
原
発
事
故
の
影
響
を
含
む
。

周
辺

監
視
区
域
内

測
　
　
定
　
　
場
　
　
所
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表

Ｄ
−
３

　
空

気
中

放
射

性
物
質
濃
度
　

イ
．

浮
遊

じ
ん

（
1
）

 
全

α
放

射
能

測
　

定
　

値
　

（
m
B
q
/
m
3
）

採
　

　
取

　
　

場
　

　
所

3
か

月
平

均
2
0
1
0
年

2
0
1
1
年

2
0
1
0
年

2
0
1
1
年

2
0
1
0
年
度

　
区

分
場

　
　

所
　

　
名

　
番

号
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月
-
6
月

7
月
-
9
月

1
0
月
-
1
2
月

1
月
-
3
月

平
均

周
辺

東
海

村
舟

石
川

Ｓ
Ｔ

-
２

0
.
0
4
1

0
.
0
3
1

0
.
0
2
9

＊
0
.
0
2
6

0
.
0
2
4

0
.
0
3
6

0
.
0
3
5

0
.
0
3
0

0
.
0
2
3

0
.
0
4
7

0
.
0
5
4

 
 
0
.
0
3
4

＜
0
.
0
2
3

0
.
0
3
4

　
0
.
0
4
1

＜
0
.
0
3
3

監
視

ひ
た

ち
な

か
市

長
砂

Ｓ
Ｔ

-
３

0
.
0
4
5

0
.
0
3
1

0
.
0
2
8

＊
0
.
0
2
4

0
.
0
2
3

0
.
0
4
1

0
.
0
3
8

0
.
0
3
4

0
.
0
2
3

0
.
0
5
1

0
.
0
6
0

 
 
0
.
0
3
5

＜
0
.
0
2
2

0
.
0
3
8

　
0
.
0
4
5

＜
0
.
0
3
5

区
域

ひ
た

ち
な

か
市

高
野

Ｓ
Ｔ

-
４

0
.
0
3
8

0
.
0
2
6

0
.
0
2
4

＊
0
.
0
2
3

0
.
0
2
4

0
.
0
3
8

0
.
0
3
3

0
.
0
3
0

0
.
0
2
6

0
.
0
5
0

0
.
0
5
9

 
 
0
.
0
2
9

＜
0
.
0
2
2

0
.
0
3
4

　
0
.
0
4
5

＜
0
.
0
3
3

外
水

戸
市

石
川

0
.
0
3
8

0
.
0
3
1

0
.
0
3
0

0
.
0
2
3

0
.
0
3
0

0
.
0
2
5

0
.
0
3
8

0
.
0
3
2

0
.
0
3
0

0
.
0
2
6

0
.
0
4
8

0
.
0
5
4

 
 
0
.
0
3
3

 
 
0
.
0
2
6

0
.
0
3
3

 
 
0
.
0
4
3

　
0
.
0
3
4

再
処

理
警

備
所

前
0
.
0
2
5

0
.
0
2
2

0
.
0
2
2

0
.
0
2
0

0
.
0
3
1

0
.
0
2
3

0
.
0
2
9

0
.
0
3
0

0
.
0
2
5

＊
0
.
0
2
9

0
.
0
3
7

 
 
0
.
0
2
3

 
 
0
.
0
2
5

0
.
0
2
8

＜
0
.
0
2
9

＜
0
.
0
2
6

プ
ル

燃
警

備
所

前
0
.
0
2
3

＊
0
.
0
2
5

0
.
0
2
2

0
.
0
3
0

0
.
0
2
4

0
.
0
2
8

0
.
0
2
6

0
.
0
2
3

＊
0
.
0
2
9

0
.
0
4
1

＜
0
.
0
2
3

 
 
0
.
0
2
5

0
.
0
2
6

＜
0
.
0
3
0

＜
0
.
0
2
6

安
全

管
理

棟
Ｓ

Ｔ
-
１

0
.
0
3
4

0
.
0
2
8

0
.
0
2
1

＊
0
.
0
2
4

0
.
0
2
1

0
.
0
2
8

0
.
0
3
0

0
.
0
2
8

0
.
0
2
2

0
.
0
4
5

0
.
0
5
4

 
 
0
.
0
2
8

＜
0
.
0
2
2

0
.
0
2
9

　
0
.
0
4
0

＜
0
.
0
3
0

備
考

1
)
　

各
月

の
測

定
値

は
、

１
週

間
値

の
月

平
均

値
。

2
)
　

＊
は

、
定

量
下

限
値

0
.
0
2
（

m
B
q
/
m
3
）

未
満

を
示

す
。

3
)
　

目
安

レ
ベ

ル
　

:
　

2
0
0
（

m
B
q
/
m
3
）

（
2
）

全
β

放
射

能
測

　
定

　
値

　
（

m
B
q
/
m
3
）

採
　

　
取

　
　

場
　

　
所

3
か

月
平

均
2
0
1
0
年

2
0
1
1
年

2
0
1
0
年

2
0
1
1
年

2
0
1
0
年
度

　
区

分
場

　
　

所
　

　
名

　
番

号
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月
-
6
月

7
月
-
9
月

1
0
月
-
1
2
月

1
月
-
3
月

平
均

周
辺

東
海

村
舟

石
川

Ｓ
Ｔ

-
２

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
1
9
0
0

＜
0
.
7

＜
0
.
7

＜
0
.
7

＜
6
3
0

＜
1
6
0

監
視

ひ
た

ち
な

か
市

長
砂

Ｓ
Ｔ

-
３

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

0
.
7
5

2
4
0
0

＜
0
.
7

＜
0
.
7

＜
0
.
7

＜
8
0
0

＜
2
0
0

区
域

ひ
た

ち
な

か
市

高
野

Ｓ
Ｔ

-
４

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
2
1
0
0

＜
0
.
7

＜
0
.
7

＜
0
.
7

＜
7
0
0

＜
1
8
0

外
水

戸
市

石
川

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

0
.
7
3

1
6
0
0

＜
0
.
7

＜
0
.
7

＜
0
.
7

＜
5
3
0

＜
1
3
0

再
処

理
警

備
所

前
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
0
.
7
1

2
4
0
0

＜
0
.
7

＜
0
.
7

＜
0
.
7

＜
8
0
0

＜
2
0
0

プ
ル

燃
警

備
所

前
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
0
.
7
8

2
4
0
0

＜
0
.
7

＜
0
.
7

＜
0
.
7

＜
8
0
0

＜
2
0
0

安
全

管
理

棟
Ｓ

Ｔ
-
１

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

0
.
7
2

2
1
0
0

＜
0
.
7

＜
0
.
7

＜
0
.
7

＜
7
0
0

＜
1
8
0

備
考

1
)
　

各
月

の
測

定
値

は
、

１
週

間
値

の
月

平
均

値
。

2
)
　

＊
は

、
定

量
下

限
値

0
.
7
（

m
B
q
/
m
3
）

未
満

を
示

す
。

3
)
　

目
安

レ
ベ

ル
　

:
　

4
0
0
（

m
B
q
/
m
3
）

4
)
　

3
月

は
東

電
福

島
第

一
原

発
事

故
の

影
響

を
含

む
。
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川

0
.
0
3
8

0
.
0
3
1

0
.
0
3
0

0
.
0
2
3

0
.
0
3
0

0
.
0
2
5

0
.
0
3
8

0
.
0
3
2

0
.
0
3
0

0
.
0
2
6

0
.
0
4
8

0
.
0
5
4

 
 
0
.
0
3
3

 
 
0
.
0
2
6

0
.
0
3
3

 
 
0
.
0
4
3

　
0
.
0
3
4

再
処

理
警

備
所

前
0
.
0
2
5

0
.
0
2
2

0
.
0
2
2

0
.
0
2
0

0
.
0
3
1

0
.
0
2
3

0
.
0
2
9

0
.
0
3
0

0
.
0
2
5

＊
0
.
0
2
9

0
.
0
3
7

 
 
0
.
0
2
3

 
 
0
.
0
2
5

0
.
0
2
8

＜
0
.
0
2
9

＜
0
.
0
2
6

プ
ル

燃
警

備
所

前
0
.
0
2
3

＊
0
.
0
2
5

0
.
0
2
2

0
.
0
3
0

0
.
0
2
4

0
.
0
2
8

0
.
0
2
6

0
.
0
2
3

＊
0
.
0
2
9

0
.
0
4
1

＜
0
.
0
2
3

 
 
0
.
0
2
5

0
.
0
2
6

＜
0
.
0
3
0

＜
0
.
0
2
6

安
全

管
理

棟
Ｓ

Ｔ
-
１

0
.
0
3
4

0
.
0
2
8

0
.
0
2
1

＊
0
.
0
2
4

0
.
0
2
1

0
.
0
2
8

0
.
0
3
0

0
.
0
2
8

0
.
0
2
2

0
.
0
4
5

0
.
0
5
4

 
 
0
.
0
2
8

＜
0
.
0
2
2

0
.
0
2
9

　
0
.
0
4
0

＜
0
.
0
3
0

備
考

1
)
　

各
月

の
測

定
値

は
、

１
週

間
値

の
月

平
均

値
。

2
)
　

＊
は

、
定

量
下

限
値

0
.
0
2
（

m
B
q
/
m
3
）

未
満

を
示

す
。

3
)
　

目
安

レ
ベ

ル
　

:
　

2
0
0
（

m
B
q
/
m
3
）

（
2
）

全
β

放
射

能
測

　
定

　
値

　
（

m
B
q
/
m
3
）

採
　

　
取

　
　

場
　

　
所

3
か

月
平

均
2
0
1
0
年

2
0
1
1
年

2
0
1
0
年

2
0
1
1
年

2
0
1
0
年
度

　
区

分
場

　
　

所
　

　
名

　
番

号
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月
-
6
月

7
月
-
9
月

1
0
月
-
1
2
月

1
月
-
3
月

平
均

周
辺

東
海

村
舟

石
川

Ｓ
Ｔ

-
２

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
1
9
0
0

＜
0
.
7

＜
0
.
7

＜
0
.
7

＜
6
3
0

＜
1
6
0

監
視

ひ
た

ち
な

か
市

長
砂

Ｓ
Ｔ

-
３

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

0
.
7
5

2
4
0
0

＜
0
.
7

＜
0
.
7

＜
0
.
7

＜
8
0
0

＜
2
0
0

区
域

ひ
た

ち
な

か
市

高
野

Ｓ
Ｔ

-
４

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
2
1
0
0

＜
0
.
7

＜
0
.
7

＜
0
.
7

＜
7
0
0

＜
1
8
0

外
水

戸
市

石
川

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

0
.
7
3

1
6
0
0

＜
0
.
7

＜
0
.
7

＜
0
.
7

＜
5
3
0

＜
1
3
0

再
処

理
警

備
所

前
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
0
.
7
1

2
4
0
0

＜
0
.
7

＜
0
.
7

＜
0
.
7

＜
8
0
0

＜
2
0
0

プ
ル

燃
警

備
所

前
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
0
.
7
8

2
4
0
0

＜
0
.
7

＜
0
.
7

＜
0
.
7

＜
8
0
0

＜
2
0
0

安
全

管
理

棟
Ｓ

Ｔ
-
１

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

0
.
7
2

2
1
0
0

＜
0
.
7

＜
0
.
7

＜
0
.
7

＜
7
0
0

＜
1
8
0

備
考

1
)
　

各
月

の
測

定
値

は
、

１
週

間
値

の
月

平
均

値
。

2
)
　

＊
は

、
定

量
下

限
値

0
.
7
（

m
B
q
/
m
3
）

未
満

を
示

す
。

3
)
　

目
安

レ
ベ

ル
　

:
　

4
0
0
（

m
B
q
/
m
3
）

4
)
　

3
月

は
東

電
福

島
第

一
原

発
事

故
の

影
響

を
含

む
。
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周
辺

監
視

区
域

内

周
辺

監
視

区
域

内

監
視

対
象

区
域

比
較

対
照

区
域

監
視

対
象

区
域

比
較

対
照

区
域
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表
Ｄ
−
３
　
空
気
中
放
射
性
物
質
濃
度
（
続
）

（
3
）

9
0
S
r

採
　
　
取
　
　
場

　
　
所

測
　
定
　
値
　
(
m
B
q
/
m
3
)

第
１
四
半
期

第
２
四
半
期

第
３
四
半
期

第
４
四
半
期

(
3
.
1
6
-
6
.
1
5
)

(
6
.
1
5
-
9
.
1
4
)

(
9
.
1
4
-
1
2
.
1
4
)

(
1
2
.
1
4
-
3
.
1
5
)

周
辺

監
視
対

東
海
村
舟
石
川

Ｓ
Ｔ
-
２

＊
＊

＊
0
.
0
6
6

＜
0
.
0
2
4

監
視

象
区
域

ひ
た
ち
な
か
市
長
砂

Ｓ
Ｔ
-
３

＊
＊

＊
0
.
0
6
5

＜
0
.
0
2
4

区
域

比
較
対

ひ
た
ち
な
か
市
高
野

Ｓ
Ｔ
-
４

＊
＊

＊
0
.
0
5
6

＜
0
.
0
2
2

外
照
区
域

水
戸
市
石
川

＊
＊

＊
0
.
0
6
0

＜
0
.
0
2
3

再
処
理
警
備
所
前

＊
＊

＊
0
.
0
8
9

＜
0
.
0
3
0

周
辺
監
視
区
域
内

プ
ル
燃
警
備
所
前

＊
＊

＊
0
.
1
0
 

＜
0
.
0
3
3

安
全
管
理
棟

Ｓ
Ｔ
-
１

＊
＊

＊
0
.
0
5
8

＜
0
.
0
2
2

備
考

1
)
　

各
四

半
期

下
段

の
（

　
　

）
内

は
採

取
期

間
を

示
す

。

2
)
　

＊
は

、
定

量
下

限
値

0
.
0
1
（

m
B
q
/
m
3
)
未

満
を

示
す

。

3
)
　

第
４

四
半

期
は

、
東

電
福

島
第

一
原

発
事

故
の

影
響

を
含

む
。

（
4
）

1
3
7
C
s

採
　
　
取
　
　
場

　
　
所

測
　
定
　
値
　
(
m
B
q
/
m
3
)

第
１
四
半
期

第
２
四
半
期

第
３
四
半
期

第
４
四
半
期

(
3
.
1
6
-
6
.
1
5
)

(
6
.
1
5
-
9
.
1
4
)

(
9
.
1
4
-
1
2
.
1
4
)

(
1
2
.
1
4
-
3
.
1
5
)

周
辺

監
視
対

東
海
村
舟
石
川

Ｓ
Ｔ
-
２

＊
＊

＊
1
7
0

＜
4
3

監
視

象
区
域

ひ
た
ち
な
か
市
長
砂

Ｓ
Ｔ
-
３

＊
＊

＊
1
8
0

＜
4
5

区
域

比
較
対

ひ
た
ち
な
か
市
高
野

Ｓ
Ｔ
-
４

＊
＊

＊
1
5
0

＜
3
8

外
照
区
域

水
戸
市
石
川

＊
＊

＊
1
4
0

＜
3
5

再
処
理
警
備
所
前

＊
＊

＊
2
2
0

＜
5
5

周
辺
監
視
区
域
内

プ
ル
燃
警
備
所
前

＊
＊

＊
2
3
0

＜
5
8

安
全
管
理
棟

Ｓ
Ｔ
-
１

＊
＊

＊
1
7
0

＜
4
3

備
考

1
)
　

各
四

半
期

下
段

の
（

　
　

）
内

は
採

取
期

間
を

示
す

。

2
)
　

＊
は

、
定

量
下

限
値

0
.
0
0
7
（

m
B
q
/
m
3
)
未

満
を

示
す

。

3
)
　

第
４

四
半

期
は

、
東

電
福

島
第

一
原

発
事

故
の

影
響

を
含

む
。

（
5
）
 
2
3
9
,
2
4
0
P
u

採
　
　
取
　
　
場
　
　
所

測
　
定
　
値
　
(
m
B
q
/
m
3
)

第
１
四
半
期

第
２
四
半
期

第
３
四
半
期

第
４
四
半
期

(
3
.
1
6
-
6
.
1
5
)

(
6
.
1
5
-
9
.
1
4
)

(
9
.
1
4
-
1
2
.
1
4
)

(
1
2
.
1
4
-
3
.
1
5
)

周
辺

監
視
対

東
海
村
舟
石
川

Ｓ
Ｔ
-
２

＊
＊

＊
＊

＜
0
.
0
0
0
1

監
視

象
区
域

ひ
た
ち
な
か
市
長
砂

Ｓ
Ｔ
-
３

＊
＊

＊
＊

＜
0
.
0
0
0
1

区
域

比
較
対

ひ
た
ち
な
か
市
高
野

Ｓ
Ｔ
-
４

＊
＊

＊
＊

＜
0
.
0
0
0
1

外
照
区
域

水
戸
市
石
川

＊
＊

＊
＊

＜
0
.
0
0
0
1

再
処
理
警
備
所
前

＊
＊

＊
＊

＜
0
.
0
0
0
1

周
辺
監
視
区
域
内

プ
ル
燃
警
備
所
前

＊
＊

＊
＊

＜
0
.
0
0
0
1

安
全
管
理
棟

Ｓ
Ｔ
-
１

＊
＊

＊
＊

＜
0
.
0
0
0
1

備
考

1
)
　

各
四

半
期

下
段

の
（

　
　

）
内

は
採

取
期

間
を

示
す

。

2
)
　

＊
は

、
定

量
下

限
値

0
.
0
0
0
1
（

m
B
q
/
m
3
)
未

満
を

示
す

。
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2
0
1
0
年
度
平
均

番
号

場
　
　
所
　
　
名

区
分

区
分

場
　
　
所
　
　
名

番
号

2
0
1
0
年
度
平
均

2
0
1
0
年
度
平
均

区
分

場
　
　
所
　
　
名

番
号
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表
Ｄ

−
３

　
空

気
中

放
射

性
物

質
濃

度
（

続
）

ロ
．

1
3
1
Ｉ

測
　

定
　

値
　

(
m
B
q
/
m
3
)

採
　
 
　
取
　
 
　
場
　
 
　
所

3
か

月
平

均

2
0
1
0
年

2
0
1
1
年

2
0
1
0
年

2
0
1
1
年

2
0
1
0
年

度

区
分

場
　
所
　
名

番
号

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月

-
6
月

7
月

-
9
月

1
0
月

-
1
2
月

1
月

-
3
月

平
均

最
大

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
4
5
0
0
0

周
辺

監
視
対

平
均

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
1
4
0
0
0

＜
0
.
2

＜
0
.
2

＜
0
.
2

＜
4
7
0
0

＜
1
2
0
0

監
視

象
区
域

ひ
た
ち
な
か
市

最
大

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
3
7
0
0
0

区
域

長
砂

平
均

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
1
7
0
0
0

＜
0
.
2

＜
0
.
2

＜
0
.
2

＜
5
7
0
0

＜
1
4
0
0

外
比

較
対

ひ
た
ち
な
か
市

最
大

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
2
4
0
0
0

照
区
域

高
野

平
均

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
9
0
0
0

＜
0
.
2

＜
0
.
2

＜
0
.
2

＜
3
0
0
0

＜
7
5
0

最
大

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
1
9
0
0
0

平
均

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
1
1
0
0
0

＜
0
.
2

＜
0
.
2

＜
0
.
2

＜
3
7
0
0

＜
9
2
0

備
考

1
)
　
各
月
の
平
均
値
は
、
１
週
間
値
の
月
平

均
値

。

2
)
　
各
月
の
最
大
値
は
、
月
間
最
大
１
週
間

値
。

3
)
　
＊
は
、
定
量
下
限
値
0
.
2
（
m
B
q
/
m
3
)
未

満
を

示
す

。

4
)
　
目
安
レ
ベ
ル
　
:
　
2
0
 
(
m
B
q
/
m
3
)

5
)
　
3
月
は
東
電
福
島
第
一
原
発
事
故
の
影
響

を
含

む
。

　
 
 
な
お
、
ひ
た
ち
な
か
市
長
砂
は
法
令

に
定

め
る

周
辺

監
視

区
域

外
の

空
気

中
の

濃
度

限
度

の
値

(
5
0
0
0
m
B
q
/
m
3
)
を

超
え

た
。

ハ
．
気
体
状
β
放
射
能
濃
度

測
　

定
　

値
　

(
k
B
q
/
m
3
)

測
　
 
　
定
　
 
　
場
　
 
　
所

3
か

月
平

均

2
0
1
0
年

2
0
1
1
年

2
0
1
0
年

2
0
1
1
年

2
0
1
0
年

度

区
分

場
　
所
　
名

番
号

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月

-
6
月

7
月

-
9
月

1
0
月

-
1
2
月

1
月

-
3
月

平
均

最
大

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
4
3

周
辺

監
視
対

平
均

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＜
 
7

＜
 
7

＜
 
7

＜
 
7

＜
 
7

監
視

象
区
域

ひ
た
ち
な
か
市

最
大

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
5
1

区
域

長
砂

平
均

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＜
 
7

＜
 
7

＜
 
7

＜
 
7

＜
 
7

外
比

較
対

ひ
た
ち
な
か
市

最
大

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
2
6

照
区
域

高
野

平
均

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＜
 
7

＜
 
7

＜
 
7

＜
 
7

＜
 
7

最
大

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
3
8

平
均

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＜
 
7

＜
 
7

＜
 
7

＜
 
7

＜
 
7

備
考

1
)
　
各
月
の
平
均
値
は
、
１
時
間
値
の
月
平

均
値

。

2
)
　
各
月
の
最
大
値
は
、
月
間
最
大
１
時
間

値
。

3
)
　
＊
は
、
定
量
下
限
値
7
（
k
B
q
/
m
3
)
未

満
を

示
す

。

4
)
　
目
安
レ
ベ
ル
　
:
　
1
か
月
平
均
値
1
0
 
(
k
B
q
/
m
3
)

5
)
　
3
月
は
、
東
電
福
島
第
一
原
発
事
故
の

影
響

を
含

む
。

周
辺
監
視
区
域
内

安
全
管
理
棟

安
全
管
理
棟

Ｓ
Ｔ
-
３

Ｓ
Ｔ
-
４

Ｓ
Ｔ
-
１

東
海
村
舟
石
川

Ｓ
Ｔ
-
２
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Ｓ
Ｔ
-
２

Ｓ
Ｔ
-
３

Ｓ
Ｔ
-
４

Ｓ
Ｔ
-
１

東
海
村
舟
石
川

周
辺
監
視
区

域
内
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ニ
.
　

水
分

中
3
Ｈ

2
0
1
0
年

2
0
1
1
年

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月
-
6
月

7
月
-
9
月

1
0
月
-
1
2
月

1
月
-
3
月

ひ
た

ち
な

か
市

長
砂

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
1
7

＜
4

＜
4

＜
4

＜
8
.
3

＜
5
.
1

ひ
た

ち
な

か
市

高
野

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
1
1

＜
4

＜
4

＜
4

＜
6
.
3

＜
4
.
6

備
考

　
　

1
)
　

＊
は

、
定

量
下

限
値

(
4
 
B
q
/
ℓ
)
未

満
を

示
す

。

 
 
 
 
　

　
2
)
　

3
月

は
、

東
電

福
島

第
一

原
発

事
故

の
影

響
を

含
む

。

2
0
1
0
年

2
0
1
1
年

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月
-
6
月

7
月
-
9
月

1
0
月
-
1
2
月

1
月
-
3
月

周
辺

監
視

区
域

内
安

全
管

理
棟

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
6
.
8

＜
4

＜
4

＜
4

＜
4
.
9

＜
4
.
2

備
考

　
　

1
)
　

＊
は

、
定

量
下

限
値

(
4
 
B
q
/
ℓ
)
未

満
を

示
す

。

 
 
 
 
　

　
2
)
　

3
月

は
、

東
電

福
島

第
一

原
発

事
故

の
影

響
を

含
む

。

2
0
1
0
年

2
0
1
1
年

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月
-
6
月

7
月
-
9
月

1
0
月
-
1
2
月

1
月
-
3
月

周
辺

監
視

区
域

内
安

全
管

理
棟

1
5

1
1

1
2

7
.
7

＊
9
.
8

7
.
7

5
.
4

8
.
4

4
.
2

9
.
8

1
1
0
0
0

1
3

＜
7
.
2

7
.
2

3
7
0
0

＜
9
3
0

備
考

　
　

1
)
　

＊
は

、
定

量
下

限
値

(
4
 
B
q
/
m
2
)
未

満
を

示
す

。

　
　

　
　

2
)
　

目
安

レ
ベ

ル
：

6
0
0
 
(
B
q
/
m
2
)

 
 
 
 
　

　
3
)
　

3
月

は
、

東
電

福
島

第
一

原
発

事
故

の
影

響
を

含
む

。
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2
0
1
1
年

2
0
1
0
年

2
0
1
0
年

2
0
1
1
年

2
0
1
1
年

場
　

　
所

　
　

名

採
　

　
　

取
　

　
　

場
　

　
　

所

区
　

　
　

　
分

場
　

　
所

　
　

名
3
　

か
　

月
　

平
　

均

測
　

　
定

　
　

値
　

　
(
B
q
/
ℓ
)

3
Ｈ

　
　

測
　

　
定

　
　

値
　

　
(
B
q
/
ℓ
)

全
 
 
 
 
 
β

 
 
 
 
 
放

 
 
 
 
 
射

 
 
 
 
 
能

 
 
 
 
 
測

 
 
 
 
 
定

 
 
 
 
 
値

 
 
 
 
 
(
B
q
/
m
2
)

3
　

か
　

月
　

平
　

均

3
　

か
　

月
　

平
　

均

2
0
1
0
年

度
平

均

2
0
1
0
年

度
平

均

2
0
1
0
年

2
0
1
0
年

度
平

均

　
　
　
表
Ｄ
−
３
　
空
気
中
放
射
性
物
質
濃
度

（
続

）
　

表
Ｄ
−
４
　
雨
水
中
放
射
性
物
質
濃
度

　

　
　
表
Ｄ
−
５
　
降
下
じ
ん
中
放
射
性
物
質

濃
度

　

周
辺

監
視

区
域

外

採
　

　
　

取
　

　
　

場
　

　
　

所

区
　

　
　

　
分

場
　

　
所

　
　

名

採
　

　
　

取
　

　
　

場
　

　
　

所

区
　

　
　

　
分

JAEA-Review 2012-015

- 56 -

JAEA-Review 2012-015

- 57 -



イ
．
全

β
放

射
能

2
0
1
0
年

2
0
1
1
年

2
0
1
0
年
度

4
月

7
月

1
0
月

1
月

平
均

東
海

村
照

沼
0
.
0
4
9

0
.
0
6
3

0
.
0
6
0

0
.
0
5
9

0
.
0
5
8

ひ
た

ち
な

か
市

長
砂

0
.
0
4
3

0
.
0
6
0

0
.
0
7
5

0
.
0
4
6

0
.
0
5
6

比
較

対
照

区
域

西
約

1
0

k
m

点
0
.
0
5
7

0
.
0
7
0

0
.
0
6
2

0
.
0
5
5

0
.
0
6
1

安
全

管
理

棟
0
.
0
4
9

0
.
0
7
4

0
.
0
6
4

0
.
0
4
5

0
.
0
5
8

　
ロ

．
3
Ｈ

2
0
1
0
年

2
0
1
1
年

2
0
1
0
年
度

4
月

7
月

1
0
月

1
月

平
均

東
海

村
照

沼
＊

＊
＊

＊
＜
4

ひ
た

ち
な

か
市

長
砂

＊
＊

＊
＊

＜
4

比
較

対
照

区
域

西
約

1
0

k
m

点
＊

＊
＊

＊
＜
4

安
全

管
理

棟
＊

＊
＊

＊
＜
4

備
考

　
　

1
)
　

＊
は

、
定

量
下

限
値
(
4
 
B
q
/
ℓ
)
未
満
を
示
す
。

　
　

　
　

2
)
　

目
安

レ
ベ

ル
：

1
0
0
0
(
B
q
/
ℓ
)

採
　

　
　

取
　

　
　
場
　
　
　
所

周
 
辺

 
監

 
視

 
区

 
域

 
内

場
　
　
所
　
　
名

区
　

　
　

　
　

　
　

　
分

周
 
辺

 
監

 
視

区
 
域

 
外

監
視

対
象

区
域
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場
　
　
所
　
　
名

表
Ｄ

−
６

　
飲

料
水

中
放

射
性

物
質

濃
度

周
 
辺

 
監

 
視

 
区

 
域

 
内

測
　
　
　
定
　
　
　
値
　
　
　
(
B
q
/
ℓ
)

測
　
　
　
定
　
　
　
値
　
　
　
(
B
q
/
ℓ
)

周
 
辺

 
監

 
視

区
 
域

 
外

監
視

対
象

区
域

区
　

　
　

　
　

　
　

　
分

採
　

　
　

取
　

　
　
場
　
　
　
所
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イ
．

1
3
1
Ｉ

2
0
1
0
年

2
0
1
1
年

2
0
1
0
年
度

4
月
-
6
月

7
月
-
9
月

1
0
月
-
1
2
月

1
月
-
3
月

平
均

＊
＊

＊
＊

（
ホ

ウ
レ

ン
草

）
（

キ
ャ

ベ
ツ

）
（

キ
ャ

ベ
ツ

）
（

ホ
ウ

レ
ン

草
）

＊
＊

＊
＊

（
ホ

ウ
レ

ン
草

）
（

キ
ャ

ベ
ツ

）
（

ホ
ウ

レ
ン

草
）

（
白

菜
）

＊
＊

＊
＊

（
ホ

ウ
レ

ン
草

）
（

キ
ャ

ベ
ツ

）
（

キ
ャ

ベ
ツ

）
（

ホ
ウ

レ
ン

草
）

備
考
　
　
1
)
　
＊
は
、
定
量
下
限
値
(
1
 
B
q
/
㎏
・
生
)
未
満
を
示
す
。

ロ
．

9
0
S
r
,
 
1
3
7
C
s
及
び

2
3
9
,
2
4
0
P
u

区
　
　
　
分

場
　
　
所
　
　
名

9
0
S
r

1
3
7
C
s

2
3
9
,
2
4
0
P
u

東
海

村
照

沼
1
0
月

キ
ャ
ベ
ツ

0
.
0
7
7

＊
＊

ひ
た

ち
な

か
市

長
砂

1
0
月

ホ
ウ
レ
ン
草

＊
＊

＊

比
較
対
照
区
域

西
約

1
0

k
m

点
1
0
月

キ
ャ
ベ
ツ

0
.
0
4
3

＊
＊

備
考
　
　
1
)
　
＊
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
定
量
下
限
値
未
満
を
示
す
。

 
 
 
 
 
9
0
S
r
 
 
:
 
 
0
.
0
4
 
 
 
 
(
B
q
/
㎏
・
生
)

 
 
 
 
1
3
7
C
s
 
 
:
 
 
0
.
0
8
 
 
 
 
(
B
q
/
㎏
・
生
)

2
3
9
,
2
4
0
P
u
 
 
:
 
 
0
.
0
0
0
2
 
 
(
B
q
/
㎏
・
生
)

表
Ｄ

−
７

　
葉

菜
中

放
射

性
物

質
濃

度

採
　
　
取
　
　
場
　
　
所

採
　
　
取
　
　
場
　
　
所

測
　
　
　
定
　
　
　
値
 
 
　
　
 
 
(
B
q
/
㎏
・
生
)

採
取
月

種
　
類

測
　
　
　
定
　
　
　
値
 
 
　
　
 
 
(
B
q
/
㎏
・
生
)

＜
1

＜
1

＜
1
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監
視
対
象
区
域

区
　
　
　
分

場
　
　
所
　
　
名

比
較
対
照
区
域

監
視
対
象
区
域

東
海

村
照

沼

ひ
た

ち
な

か
市

長
砂

西
約

1
0

k
m

点
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測
定
値
(
B
q
/
g
・
炭
素
)

測
定
値
(
B
q
/
k
g
・
生
)

区
　

　
　
　
分

場
　
　
所
　
　
名

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
4
C

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
9
0
S
r

東
海

村
照

沼
1
0
月

0
.
2
2

＊

ひ
た

ち
な

か
市

長
砂

1
0
月

0
.
2
3

＊

比
較

対
照
区
域

西
約

1
0

k
m

点
1
0
月

0
.
2
2

＊

備
考

　
　

1
)
　
＊
は
、

9
0
S
r
の
定
量
下
限
値
(
0
.
0
4
 
B
q
/
㎏
・
生
)
未
満
を
示
す
。

イ
．

9
0
S
r

区
　

　
　
　
分

場
　
　
所
　
　
名

監
視

対
象
区
域

ひ
た

ち
な

か
市

部
田

野
1
0
月

＊

比
較

対
照
区
域

西
約

1
0

k
m

点
1
0
月

＊

備
考

　
　

1
)
　
＊
は
、
定
量
下
限
値
(
0
.
0
2
 
B
q
/
ℓ
・
生
)
未
満
を
示
す
。

ロ
．

1
3
1
Ｉ

2
0
1
0
年

2
0
1
1
年

2
0
1
0
年
度

4
月
-
6
月

7
月
-
9
月

1
0
月
-
1
2
月

1
月
-
3
月

平
均

監
視

対
象
区
域

ひ
た

ち
な

か
市

部
田

野
＊

＊
＊

＊
＜
0
.
2

比
較

対
照
区
域

西
約

1
0

k
m

点
＊

＊
＊

＊
＜
0
.
2

備
考

　
　

1
)
　
＊
は
、
定
量
下
限
値
(
0
.
2
 
B
q
/
ℓ
・
生
)
未
満
を
示
す
。

採
　
　
　
取
　
　
　
場
　
　
　
所

採
　
　
　
取
　
　
　
場
　
　
　
所
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測
定
値
(
B
q
/
ℓ
・
生
）

表
Ｄ

−
８

　
精

米
中

放
射

性
物

質
濃

度

表
Ｄ

−
９

　
牛

乳
中

放
射

性
物

質
濃

度

区
　

　
　
　
分

場
　
　
所
　
　
名

採
　
取
　
月

採
　
取
　
月

監
視

対
象
区
域

採
　
　
　
取
　
　
　
場
　
　
　
所

測
　
　
定
　
　
値
　
　
　
(
B
q
/
ℓ
・
生
）
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場
　

　
　

所
　

　
　

名
 
 
 
 
 
9
0
S
r

 
 
 
 
1
3
7
C
s

2
3
9
,
2
4
0
P
u

東
海

村
照

沼
1
1
月

2
.
5

1
4

0
.
5
0

ひ
た

ち
な

か
市

長
砂

1
1
月

2
.
0

6
.
6

0
.
2
5

区
域

外
比

較
対

照
区

域
ひ

た
ち

な
か

市
東

石
川

1
1
月

0
.
5
2

1
6

0
.
6
7

安
全

管
理

棟
前

1
1
月

0
.
3
3

8
.
4

0
.
2
6

Ｇ
棟

東
1
1
月

＊
3
.
2

0
.
1
2

備
考

　
　

1
)
　

＊
は

、
定

量
下

限
値

(
0
.
0
8
 
B
q
/
㎏

・
乾

)
未

満
を

示
す

。

場
　

　
　

所
　

　
　

名
4
月

1
0
月

平
均

4
月

1
0
月

平
均

新
川

上
流

＊
＊

＜
0
.
0
4

＊
＊

＜
4

新
川

中
流

＊
＊

＜
0
.
0
4

＊
＊

＜
4

新
川

下
流

＊
＊

＜
0
.
0
4

＊
＊

＜
4

久
慈

川
上

流
0
.
0
5
5

0
.
0
5
8

 
0
.
0
5
7

＊
＊

＜
4

備
考

　
　

1
)
　

＊
は

、
そ

れ
ぞ

れ
次

の
定

量
下

限
値

未
満

を
示

す
。

 
　

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
全

β
 
 ：

　
0
.
0
4
 
(
B
q
/
ℓ
)

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
Ｈ

：
　

4
 
 
 
 
(
B
q
/
ℓ
)

　
　

　
　

2
)
　

目
安

レ
ベ

ル
：

全
β

放
射

能
に

つ
い

て
　

0
.
7
 
(
B
q
/
ℓ
)

場
　

　
　

所
　

　
　

名

新
川

上
流

新
川

中
流

新
川

下
流

久
慈

川
上

流

備
考

　
　

1
)
　

目
安

レ
ベ

ル
：

1
0
0
0
 
(
B
q
/
㎏

・
乾

)

監
視

対
象

区
域

表
Ｄ

−
１

０
　

表
土

中
放

射
性

物
質

濃
度

全
β

放
射

能
測

定
値

（
B
q
/
㎏

・
乾

）

採
　

　
　

取
　

　
　

場
　

　
　

所
3
Ｈ

測
定

値
（

B
q
/
ℓ
）

　
表

Ｄ
−
１

１
　

河
川

水
中

放
射

性
物

質
濃

度

　
表

Ｄ
−
１

２
　

河
底

土
中

放
射

性
物

質
濃

度

測
　

定
　

値
　

　
(
B
q
/
㎏

・
乾

)

周
辺

監
視

 
 
比

　
較

　
対

　
照

　
区

　
域

全
β

放
射

能
測

定
値

（
B
q
/
ℓ
）

1
0
月

平
　

　
均

5
4
0

5
5
0

5
5
0

採
　

　
　

取
　

　
　

場
　

　
　

所

 
区

　
　

　
　

分
採

取
月

 
区

　
　

　
　

分

　
周

辺
監

視
区

域
内
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5
7
0

6
4
0

 
 
監

　
視

　
対

　
象

　
区

　
域
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較

対
照

区
域

全
β

放
射

能
測

定
値

（
B
q
/
ℓ
）

監
視

対
象

区
域

採
　

　
取

　
　

場
　

　
所

採
　

　
取

　
　

場
　

　
所
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イ
．

全
β

放
射

能
及

び
3
Ｈ

区
　

　
分

場
　

　
所

　
　

名
4
月

1
0
月

平
均

4
月

1
0
月

平
均

久
慈

浜
海

岸
＊

0
.
0
4
8

 
 
＜

0
.
0
4
4

＊
＊

＜
4

阿
字

ケ
浦

海
岸

0
.
0
5
2

0
.
0
4
5

0
.
0
4
9

＊
＊

＜
4

南
約

2
0
k
m

点
＊

＊
 
 
＜

0
.
0
4

＊
＊

＜
4

北
約

2
0
k
m

点
＊

＊
 
 
＜

0
.
0
4

＊
＊

＜
4

備
考

　
　

1
)
　

＊
は

、
そ

れ
ぞ

れ
次

の
定

量
下

限
値

未
満

を
示

す
。

　
　

　
　

　
　

　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
全

β
放

射
能

　
 
:
　

0
.
0
4
 
 
(
B
q
/
ℓ
)

　
　

 
　

 
 
 
　

　
 
 
 
 
 
 
 
 
　

 
 
 
 
 
　

　
3
Ｈ

 
:
　

4
 
 
 
 
 
(
B
q
/
ℓ
)

　
　

　
　

2
)
　

全
β

放
射

能
の

目
安

レ
ベ

ル
 
 
 
:
　

0
.
1
 
 
 
(
B
q
/
ℓ
)

ロ
．

9
0
S
r
,
1
0
6
R
u
,
1
3
4
C
s
,
1
3
7
C
s
,
1
4
4
C
e
及

び
2
3
9
,
2
4
0
P
u

区
　

　
分

場
　

　
所

　
　

名
 
 
 
 
 
 
9
0
S
r

 
 
 
 
 
1
0
6
R
u

 
 
 
 
 
1
3
4
C
s

 
 
 
 
 
1
3
7
C
s

 
 
 
 
 
1
4
4
C
e

 
2
3
9
,
2
4
0
P
u

久
慈

浜
海

岸
1
0
月

＊
＊

＊
＊

＊
＊

阿
字

ケ
浦

海
岸

1
0
月

＊
＊

＊
＊

＊
＊

南
約

2
0
k
m

点
1
0
月

＊
＊

＊
＊

＊
＊

北
約

2
0
k
m

点
1
0
月

＊
＊

＊
＊

＊
＊

備
考

　
　

1
)
　

＊
は

、
そ

れ
ぞ

れ
次

の
定

量
下

限
値

未
満

を
示

す
。

　
　

 
 
 
 
 
9
0
S
r
　

:
 
 
 
0
.
0
0
2
 
 
 
 
(
B
q
/
ℓ
)

　
　

 
 
 
 
1
0
6
R
u
　

:
 
 
 
0
.
0
2
 
 
 
 
 
(
B
q
/
ℓ
)

　
　

 
 
　

1
3
4
C
s
　

:
 
 
 
0
.
0
0
8
 
 
 
 
(
B
q
/
ℓ
)

　
　

 
 
　

1
3
7
C
s
　

:
 
 
 
0
.
0
0
4
 
 
 
 
(
B
q
/
ℓ
)

　
　

　
 
 
1
4
4
C
e
　

:
 
 
 
0
.
0
2
 
 
 
 
 
(
B
q
/
ℓ
)

 
 
 
 
 
 
 
 
2
3
9
,
2
4
0
P
u
　

:
 
 
 
0
.
0
0
0
0
2
 
 
(
B
q
/
ℓ
)

採
取

月
測

　
　

定
　

　
値

 
 
 
 
　

　
(
B
q
/
ℓ
)

監
視

対
象

区
域

比
較

対
照

区
域
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表
Ｄ

−
１
５
　
海
岸
水
中
放
射
性
物
質
濃
度 3
Ｈ

測
定

値
（

B
q
/
ℓ
）

比
較

対
照

区
域

全
β

放
射

能
測

定
値

（
B
q
/
ℓ
）

監
視

対
象

区
域

採
　

　
取

　
　

場
　

　
所

採
　

　
取

　
　

場
　

　
所

　
　

表
Ｄ

−
１

６
　

海
岸

砂
表

面
線

量

　
　
　
β
表
面
計
数
率
　
(
c
p
m
)

γ
表

面
線

量
率

　
(
n
G
y
/
h
)

2
0
1
0
年

2
0
1
1
年

2
0
1
0
年
度

2
0
1
0
年

2
0
1
1
年

2
0
1
0
年

度

区
　

　
分

場
　

所
　

名
4
月

7
月

1
0
月

1
月

平
均

4
月

7
月

1
0
月

1
月

平
均

久
慈

浜
海

岸
7
4

6
1

7
2

5
7

6
6

3
3

3
0

3
1

3
3

3
2

阿
字

ケ
浦

海
岸

7
1

7
8

8
5

8
1

7
9

4
1

4
2

4
0

3
9

4
1

南
約

２
０

k
m
点

7
0

6
8

6
5

7
0

6
8

3
2

3
3

3
3

3
2

3
3

北
約

２
０

k
m
点

7
7

8
5

7
7

8
1

8
0

3
9

3
6

3
1

4
6

3
8

備
考

　
　

1
)
　

β
表

面
計

数
率

は
、
端
窓
型
Ｇ
Ｍ
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
に
よ
る
測
定
値
。

　
　

　
　

2
)
　

γ
表

面
線

量
率

は
、
Ｎ
ａ
Ｉ
（
Ｔ
ℓ
）
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
に

よ
る

測
定

値
。

測
　

　
定

　
　

場
　

　
所

監
視

対
象

区
域

比
較

対
照

区
域
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イ
．

9
0
S
r

2
0
1
0
年

2
0
1
1
年

2
0
1
0
年

度

4
月

-
6
月

7
月

-
9
月

1
0
月

-
1
2
月

1
月

-
3
月

平
均

監
視

対
象

海
域

東
海

村
地

先
＊

＊
＊

＊
 
＜

0
.
0
2

比
較

対
照

海
域

約
1
0
k
m
以

遠
＊

＊
採

取
不

能
＊

 
＜

0
.
0
2

＊
＊

＊

（
ヒ

ラ
メ

）
（

ヒ
ラ

メ
）

（
ヒ

ラ
メ

）

＊
＊

＊
＊

（
カ

レ
イ

）
（

ヒ
ラ

メ
）

（
ヒ

ラ
メ

）
（

ヒ
ラ

メ
）

＊
＊

（
ア

ワ
ビ

）
（

ア
ワ

ビ
）

＊
＊

＊
＊

（
ハ

マ
グ

リ
）

（
ハ

マ
グ

リ
）

（
ハ

マ
グ

リ
）

（
ハ

マ
グ

リ
）

＊
＊

0
.
0
2
5

＊

（
ワ

カ
メ

）
（

ワ
カ

メ
）

（
ア

ラ
メ

）
（

ア
ラ

メ
）

＊
0
.
0
2
4

＊

（
ワ

カ
メ

）
（

ア
ラ

メ
）

（
ア

ラ
メ

）

0
.
0
2
4

0
.
0
2
8

0
.
0
2
5

0
.
0
2
1

（
ア

ラ
メ

）
（

ア
ラ

メ
）

（
ア

ラ
メ

）
（

ヒ
ジ

キ
）

備
考

　
　

1
)
　

＊
は

、
定

量
下

限
値

(
0
.
0
2
 
B
q
/
㎏

・
生

)
未

満
を

示
す

。

 
＜

0
.
0
2
1

 
＜

0
.
0
2
1

褐
 
藻

 
類

（
ワ

 
カ

 
メ

又
は

ヒ
 
ジ

 
キ

等
）

監
視

対
象

海
域

約
1
0
k
m
以

遠

磯
崎

地
先

比
較

対
照

海
域

久
慈

浜
地

先

約
1
0
k
m
以

遠

0
.
0
2
5

監
視

対
象

海
域

 
＜

0
.
0
2

 
＜

0
.
0
2

採
取

不
能

採
取

不
能

採
取

不
能

久
慈

浜
地

先

 
＜

0
.
0
2

約
1
0
k
m
以

遠
比

較
対

照
海

域

種
　

　
類

区
　

分

貝
　

類

比
較

対
照

海
域

監
視

対
象

海
域

シ
　

ラ
　

ス

カ
　

レ
　

イ
又

は
ヒ

　
ラ

　
メ

場
　

所
　

名

　
　

 
 
採

　
取

　
場

　
所

　
　

　
測

　
　

　
定

　
　

　
値

　
　

(
B
q
/
㎏

・
生

)
　

東
海

村
地

先

表
Ｄ
−
１
７
　
海
産
生
物
中
放
射
性
物
質
濃
度
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0
.
0
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ロ
．

1
0
6
R
u

2
0
1
0
年

2
0
1
1
年

2
0
1
0
年

度

4
月

-
6
月

7
月

-
9
月

1
0
月

-
1
2
月

1
月

-
3
月

平
均

監
視

対
象

海
域

東
海

村
地

先
＊

＊
＊

＊
＜

0
.
8

比
較

対
照

海
域

約
1
0
k
m
以

遠
＊

＊
採

取
不

能
＊

＜
0
.
8

＊
＊

＊

（
ヒ

ラ
メ

）
（

ヒ
ラ

メ
）

（
ヒ

ラ
メ

）

＊
＊

＊
＊

（
カ

レ
イ

）
（

ヒ
ラ

メ
）

（
ヒ

ラ
メ

）
（

ヒ
ラ

メ
）

＊
＊

（
ア

ワ
ビ

）
（

ア
ワ

ビ
）

＊
＊

＊
＊

（
ハ

マ
グ

リ
）

（
ハ

マ
グ

リ
）

（
ハ

マ
グ

リ
）

（
ハ

マ
グ

リ
）

＊
＊

＊
＊

（
ワ

カ
メ

）
（

ワ
カ

メ
）

（
ア

ラ
メ

）
（

ア
ラ

メ
）

＊
＊

＊

（
ワ

カ
メ

）
（

ア
ラ

メ
）

（
ア

ラ
メ

）

＊
＊

＊
＊

（
ア

ラ
メ

）
（

ア
ラ

メ
）

（
ア

ラ
メ

）
（

ヒ
ジ

キ
）

備
考

　
　

1
)
　

＊
は

、
定

量
下

限
値

(
0
.
8
 
B
q
/
㎏

・
生

)
未

満
を

示
す

。

＜
0
.
8

＜
0
.
8

＜
0
.
8

採
取

不
能

約
1
0
k
m
以

遠

種
　

　
類

久
慈

浜
地

先

＜
0
.
8

区
　

分
場

　
所

　
名

東
海

村
地

先

採
取

不
能

表
Ｄ
−
１
７
　
海
産
生
物
中
放
射
性
物
質
濃
度
（
続
）

＜
0
.
8

＜
0
.
8

＜
0
.
8

磯
崎

地
先

約
1
0
k
m
以

遠

久
慈

浜
地

先

監
視

対
象

海
域

比
較

対
照

海
域

約
1
0
k
m
以

遠

測
　

　
　

定
　

　
　

値
　

　
(
B
q
/
㎏

・
生

)
　

　
　

 
 
採

　
取

　
場

　
所

　
　

　

褐
 
藻

 
類

（
ワ

 
カ

 
メ

又
は

ヒ
 
ジ

 
キ

等
）

シ
　

ラ
　

ス

カ
　

レ
　

イ
又

は
ヒ

　
ラ

　
メ

監
視

対
象

海
域

貝
　

類

監
視

対
象

海
域
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比
較

対
照

海
域

比
較

対
照

海
域

採
取

不
能

採
取

不
能

JAEA-Review 2012-015

- 66 -

JAEA-Review 2012-015

- 67 -



ハ
．

1
3
4
C
s

2
0
1
0
年

2
0
1
1
年

2
0
1
0
年

度

4
月

-
6
月

7
月

-
9
月

1
0
月

-
1
2
月

1
月

-
3
月

平
均

監
視

対
象

海
域

東
海

村
地

先
＊

＊
＊

＊
＜

0
.
2

比
較

対
照

海
域

約
1
0
k
m
以

遠
＊

＊
採

取
不

能
＊

＜
0
.
2

＊
＊

＊

（
ヒ

ラ
メ

）
（

ヒ
ラ

メ
）

（
ヒ

ラ
メ

）

＊
＊

＊
＊

（
カ

レ
イ

）
（

ヒ
ラ

メ
）

（
ヒ

ラ
メ

）
（

ヒ
ラ

メ
）

＊
＊

（
ア

ワ
ビ

）
（

ア
ワ

ビ
）

＊
＊

＊
＊

（
ハ

マ
グ

リ
）

（
ハ

マ
グ

リ
）

（
ハ

マ
グ

リ
）

（
ハ

マ
グ

リ
）

＊
＊

＊
＊

（
ワ

カ
メ

）
（

ワ
カ

メ
）

（
ア

ラ
メ

）
（

ア
ラ

メ
）

＊
＊

＊

（
ワ

カ
メ

）
（

ア
ラ

メ
）

（
ア

ラ
メ

）

＊
＊

＊
＊

（
ア

ラ
メ

）
（

ア
ラ

メ
）

（
ア

ラ
メ

）
（

ヒ
ジ

キ
）

備
考

　
　

1
)
　

＊
は

、
定

量
下

限
値

(
0
.
2
 
B
q
/
㎏

・
生

)
未

満
を

示
す

。

＜
0
.
2

＜
0
.
2

＜
0
.
2

東
海

村
地

先

種
　

　
類

　
　

 
 
採

　
取

　
場

　
所

　
　

　

場
　

所
　

名

表
Ｄ
−
１
７
　
海
産
生
物
中
放
射
性
物
質
濃
度
（
続
）

区
　

分

監
視

対
象

海
域

比
較

対
照

海
域

約
1
0
k
m
以

遠

比
較

対
照

海
域

約
1
0
k
m
以

遠

貝
　

類

比
較

対
照

海
域

約
1
0
k
m
以

遠

シ
　

ラ
　

ス

カ
　

レ
　

イ
又

は
ヒ

　
ラ

　
メ

褐
 
藻

 
類

（
ワ

 
カ

 
メ

又
は

ヒ
 
ジ

 
キ

等
）

監
視

対
象

海
域

監
視

対
象

海
域

久
慈

浜
地

先
採

取
不

能

＜
0
.
2

＜
0
.
2

久
慈

浜
地

先

磯
崎

地
先
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＜
0
.
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＜
0
.
2

採
取

不
能

測
　

　
　

定
　

　
　

値
　

　
(
B
q
/
㎏

・
生

)
　

採
取

不
能

採
取

不
能
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）
（

ア
ラ

メ
）
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＊
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ラ
メ

）
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ア
ラ

メ
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（
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ラ
メ

）
（

ヒ
ジ

キ
）

備
考

　
　

1
)
　

＊
は

、
定

量
下

限
値

(
0
.
0
4
 
B
q
/
㎏

・
生

)
未

満
を

示
す

。

比
較

対
照

海
域

約
1
0
k
m
以

遠

　
　

 
 
採

　
取

　
場

　
所

　
　

　

区
　

分
場

　
所

　
名

監
視

対
象

海
域

0
.
0
9
6

0
.
0
7
9

 
＜

0
.
0
4

 
＜

0
.
0
4

東
海

村
地

先

シ
　

ラ
　

ス

カ
　

レ
　

イ
又

は
ヒ

　
ラ

　
メ

貝
　

類

種
　

　
類

監
視

対
象

海
域

監
視

対
象

海
域

久
慈

浜
地

先
採

取
不

能

 
＜

0
.
0
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＜
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＊

＊
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。
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　ロ．周辺監視区域内
図Ｄ―１　空間放射線（線量率）（続）
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（２）全β放射能

図Ｄ－３　空気中放射性物質濃度（続）
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kBq/m3

ハ．気体状β放射能濃度
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表

Ｅ
−
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地

上
7
0
m
(
海

抜
1
0
0
m
)
に

お
け

る
風

向
別

大
気

安
定

度
別

風
速

逆
数

の
総

和
（

s
/
m
）

2
0
1
0
年

4
月

〜
2
0
1
1
年

3
月

風
向

安
定

度

Ａ
0
.
0
0

0
.
0
0

0
.
0
0

0
.
0
0

2
.
2
8

2
.
3
3

3
.
8
2

2
.
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7

1
.
2
0

2
.
4
3

3
.
7
5

5
.
0
8
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.
2
6

0
.
9
9

0
.
3
8

1
.
0
0

2
8
.
4
9

Ｂ
1
4
.
0
0

2
1
.
3
4

3
9
.
1
7

5
4
.
7
5

3
1
.
4
3

3
4
.
5
0

4
8
.
0
3

4
1
.
8
7

1
8
.
2
6

2
2
.
2
3

2
5
.
5
1

3
7
.
7
0

4
9
.
4
9

2
8
.
7
3

2
3
.
2
3

1
8
.
9
2

5
0
9
.
1
4

Ｃ
1
.
4
4

6
.
2
0

2
8
.
1
9

1
5
.
3
3

3
.
4
8

4
.
9
1

1
1
.
4
3

1
8
.
0
7

4
.
5
1

7
.
0
7

6
.
7
1

5
.
0
2

8
.
7
4

9
.
0
7

8
.
1
9

4
.
1
6

1
4
2
.
5
1

Ｄ
6
9
.
7
1

1
0
8
.
6
0

1
2
7
.
5
7

6
1
.
4
3

2
5
.
9
9

2
3
.
3
2

2
1
.
1
3

3
6
.
3
2

4
1
.
5
8

3
5
.
8
0

2
8
.
2
3

2
9
.
0
0

3
9
.
2
4

4
9
.
9
6

8
1
.
8
6

5
6
.
0
6

8
3
5
.
8
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Ｅ
1
.
9
0

5
.
0
0

9
.
1
1

4
.
1
9

1
.
2
3

0
.
2
3

0
.
1
8

0
.
1
4

2
.
2
4

2
.
5
5

2
.
2
4

2
.
3
9

1
.
8
4

5
.
3
5

8
.
1
7

5
.
2
7

5
2
.
0
4

Ｆ
5
0
.
8
9

6
1
.
6
8

4
9
.
0
9

3
9
.
7
5

1
7
.
6
4

1
2
.
0
4

1
3
.
4
5

1
7
.
4
3

3
3
.
3
2

5
0
.
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5

3
4
.
0
7

4
0
.
6
2

5
8
.
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9

8
4
.
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3

1
0
6
.
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2
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6
.
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6
.
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和
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7
.
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4

2
0
2
.
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2
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5
3
.
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3

1
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5
.
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5
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2
.
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5

7
7
.
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4
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8
.
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3

1
1
6
.
8
0

1
0
1
.
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2
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2
0
.
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0
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1

1
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.
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2
2
8
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1
6
1
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6
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2
3
1
4
.
3
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(
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抜
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0
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)
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お
け

る
風
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大
気

安
定

度
別

風
速
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数

の
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均
及
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風

向
別

風
速

逆
数

の
平

均
（

s
/
m
）

2
0
1
0
年

4
月

〜
2
0
1
1
年

3
月

風
向

安
定

度

Ａ
0
.
0
0

0
.
0
0

0
.
0
0

0
.
0
0

0
.
5
7

0
.
4
7
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.
4
8
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.
5
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.
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.
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.
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4

0
.
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1

0
.
5
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0
.
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.
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.
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.
5
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Ｂ
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0
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0
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.
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.
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0
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.
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.
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.
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6
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.
1
9

0
.
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0
.
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.
2
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.
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0
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.
2
2
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.
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Ｄ
0
.
3
3
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.
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7
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.
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.
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0
.
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0
.
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.
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0
.
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.
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.
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.
2
3

0
.
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0

0
.
3
3
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0
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.
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0
.
2
3

Ｅ
0
.
2
1
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0
.
1
5
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0
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.
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8
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.
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0
.
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0
.
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5

0
.
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5

0
.
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8

0
.
1
9

0
.
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7

0
.
1
9
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.
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7

Ｆ
0
.
3
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0
.
2
8

0
.
3
3

0
.
4
3

0
.
3
9

0
.
4
8

0
.
4
9

0
.
4
1

0
.
2
7

0
.
3
0

0
.
3
1

0
.
3
1

0
.
3
1

0
.
3
0

0
.
2
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.
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2

0
.
3
1

風
向
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風

速
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数
の
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地

上
7
0
m
(
海

抜
1
0
0
m
)
に

お
け

る
風

向
出

現
頻

度
（

%
）

2
0
1
0
年

4
月

〜
2
0
1
1
年

3
月

風
　

向
Ｎ

Ｎ
Ｎ

Ｅ
Ｎ

Ｅ
Ｅ

Ｎ
Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｓ
Ｅ

Ｓ
Ｅ

Ｓ
Ｓ

Ｅ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｗ
Ｓ

Ｗ
Ｗ

Ｓ
Ｗ

Ｗ
Ｗ

Ｎ
Ｗ

Ｎ
Ｗ

Ｎ
Ｎ

Ｗ

％
4
.
7

1
1
.
4

1
6
.
0

7
.
0

2
.
5

2
.
6

3
.
8

5
.
8

4
.
6

5
.
5

4
.
1

4
.
2

5
.
6

6
.
8

9
.
5

5
.
8

表
Ｅ

−
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大

気
安

定
度

出
現

頻
度

（
%
）

2
0
1
0
年

4
月

〜
2
0
1
1
年

3
月

気
象

条
件

で
A

A
-
B

B
B
-
C

C
C
-
D

D
E

F
G

求
ま

る
分

類
0
.
6

6
.
3

1
0
.
9

3
.
7

5
.
5

2
.
2

3
9
.
9

3
.
6

6
.
3

2
1
.
0

大
気

拡
散

計
算

A
B

C
D

E
F

に
用

い
る

分
類

0
.
6

3
.
6
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地

上
7
0
m
(
海

抜
1
0
0
m
)
に

お
け

る
風

向
別

大
気

安
定

度
出

現
回

数
（

回
）

2
0
1
0
年

4
月

〜
2
0
1
1
年

3
月

風
向

安
定

度

Ａ
0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

4
.
0

5
.
0

8
.
0

6
.
0

2
.
0

5
.
0

7
.
0

1
0
.
0

4
.
0

2
.
0

1
.
0

1
.
0

Ｂ
2
7
.
2

4
8
.
1

1
2
4
.
1

1
7
1
.
2

7
9
.
1

9
3
.
1

1
7
1
.
1

2
1
0
.
1

5
8
.
1

6
3
.
1

6
7
.
1

9
3
.
1

1
2
5
.
2

7
9
.
2

5
7
.
2

3
6
.
2

Ｃ
7
.
0

4
0
.
0

1
8
2
.
0

8
2
.
0

1
4
.
0

2
2
.
0

5
7
.
0

1
1
7
.
0

2
9
.
0

4
5
.
0

3
5
.
0

2
6
.
0

3
9
.
0

4
2
.
0

4
0
.
0

1
9
.
0

Ｄ
2
1
0
.
3

6
4
8
.
2

8
8
4
.
2

2
4
3
.
3

6
7
.
2

8
3
.
2

6
6
.
2

1
3
2
.
2

1
7
5
.
2

1
8
5
.
2

1
2
1
.
2

9
7
.
2

1
1
9
.
3

1
6
4
.
3

2
9
4
.
3

1
8
5
.
3

Ｅ
9
.
0

3
5
.
0

5
7
.
0

2
8
.
0

6
.
0

1
.
0

1
.
0

1
.
0

1
5
.
0

1
7
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0

1
5
.
0

1
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.
0

1
0
.
0

2
8
.
0
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7
.
0

2
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6
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2
2
2
.
3

1
4
9
.
3

9
1
.
5

4
5
.
3

2
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.
3

2
7
.
3

4
2
.
3

1
2
1
.
2

1
6
5
.
3

1
1
0
.
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1
2
9
.
4

1
8
9
.
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2
8
0
.
5

3
8
8
.
5

2
3
8
.
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Ａ
〜
Ｆ

回
　

数
0

2
0

4
0

6
1
2

頻
　
度

　
(
%
)

0
1
7

0
3
3

0
5
0

1
0
0

表
Ｅ

−
７

　
地

上
7
0
m
(
海

抜
1
0
0
m
)
に

お
け

る
風

速
０

.
５

〜
２

.
０

ｍ
/
ｓ

の
風

向
出

現
回

数
（

回
）

2
0
1
0
年

4
月

〜
2
0
1
1
年

3
月

風
　

向
Ｎ

Ｎ
Ｎ

Ｅ
Ｎ
Ｅ

Ｅ
Ｎ
Ｅ

Ｅ
Ｅ
Ｓ
Ｅ

Ｓ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｗ
Ｓ

Ｗ
Ｗ

Ｓ
Ｗ

Ｗ
Ｗ

Ｎ
Ｗ

Ｎ
Ｗ

Ｎ
Ｎ

Ｗ

回
　

数
5
7

4
2
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上
７

０
ｍ
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抜
1
0
0
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）
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け
る
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向

別
平

均
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（
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/
s
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0
1
0
年
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月

〜
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0
1
1
年

3
月
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向
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Ｎ
Ｅ

Ｎ
Ｅ

Ｅ
Ｎ

Ｅ
Ｅ

Ｅ
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Ｓ

Ｅ
Ｓ
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年
　

度
　

間
3
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9

7
.
1

7
.
5

4
.
8

3
.
3

4
.
3

4
.
2

5
.
7
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.
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5
.
8

4
.
7

4
.
1

3
.
8

4
.
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4
.
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4
.
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5
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3
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７
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海
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け
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平
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・
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大
風

速
（
m
/
s
）

年
月

2
0
1
0
年

2
0
1
1
年

項
目

4
5

6
7

8
9

1
0

1
1

1
2

1
2

3

平
均

風
速

6
.
8

5
.
5

4
.
4

4
.
4

4
.
6

6
.
2

5
.
9

4
.
4

5
.
7

4
.
9

5
.
5

5
.
5

5
.
3

最
大

風
速

1
8
.
8

1
6
.
6

1
5
.
7

1
2
.
8

1
3
.
2

>
2
0
.
0

1
9
.
7

1
9
.
1

1
7
.
1

1
4
.
8

1
5
.
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1
5
.
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>
2
0
.
0
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上

７
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抜
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お

け
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速

階
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出
現

頻
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（
%
）
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0
1
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年

2
0
1
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4
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9

1
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1
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1
2

1
2
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　表Ｅ−１７　気温出現頻度（%）

年月 2010年 2011年

気温T(℃) ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
  40≦T

  39≦T< 40

  38≦T< 39

  37≦T< 38

  36≦T< 37

  35≦T< 36 0.7 0.1

  34≦T< 35 0.1 0.3 0.0 0.0

  33≦T< 34 1.2 0.9 0.4 0.2

  32≦T< 33 1.5 2.6 1.4 0.5

  31≦T< 32 2.7 7.1 2.4 1.0

  30≦T< 31 3.9 6.7 3.9 1.2

  29≦T< 30 0.8 6.7 11.4 4.0 1.9

  28≦T< 29 1.1 5.1 12.4 2.6 1.8

  27≦T< 28 0.3 2.6 5.5 12.6 4.7 2.2

  26≦T< 27 0.3 4.4 6.2 18.7 7.9 0.4 3.2

  25≦T< 26 0.5 4.9 11.6 13.7 9.3 0.5 3.4

  24≦T< 25 0.4 5.3 18.3 9.0 7.9 1.6 3.6

  23≦T< 24 0.1 1.1 6.4 18.0 3.1 9.3 5.0 3.6

  22≦T< 23 0.3 2.3 8.9 10.6 1.5 10.6 7.1 3.4

  21≦T< 22 0.4 3.8 9.9 2.8 7.2 6.9 0.4 0.3 2.6

  20≦T< 21 0.7 4.7 8.6 2.8 6.5 13.3 0.3 0.4 0.4 3.2

  19≦T< 20 1.1 5.8 12.8 1.3 6.4 11.7 2.2 0.3 0.0 0.1 3.5

  18≦T< 19 1.8 10.3 8.1 1.2 5.6 14.2 4.5 0.7 0.1 0.1 3.9

  17≦T< 18 2.5 7.9 7.5 0.3 3.9 10.2 4.5 1.5 0.1 0.7 3.3

  16≦T< 17 2.4 8.1 5.1 3.1 7.0 4.5 1.1 0.0 0.3 2.6

  15≦T< 16 2.8 7.8 4.2 0.6 5.9 4.9 3.1 0.1 0.4 2.5

  14≦T< 15 3.3 11.0 2.9 0.0 2.8 5.0 2.7 0.3 0.8 2.4

  13≦T< 14 4.9 12.9 1.7 0.1 2.2 7.4 3.2 0.3 1.6 2.9

  12≦T< 13 4.7 5.9 1.7 0.3 2.3 10.2 3.6 1.5 1.6 2.6

  11≦T< 12 6.9 7.3 1.1 0.4 2.0 9.2 2.8 2.1 1.6 2.8

  10≦T< 11 10.7 2.4 1.5 0.7 2.2 7.8 6.0 2.1 3.0 3.0

   9≦T< 10 9.3 2.2 0.3 0.1 1.6 6.1 7.7 1.9 4.5 3.0 3.0

   8≦T<  9 9.2 1.6 0.3 1.3 6.7 9.3 2.7 6.5 6.9 3.7

   7≦T<  8 9.9 1.5 0.5 8.5 6.7 4.8 7.3 7.3 3.8

   6≦T<  7 9.2 0.7 0.3 5.7 8.9 5.0 7.9 10.4 4.0

   5≦T<  6 7.8 0.7 0.7 3.2 7.5 6.6 8.2 8.3 3.6

   4≦T<  5 4.3 0.5 0.3 2.6 6.3 6.0 7.9 8.9 3.0

   3≦T<  4 3.6 0.1 2.4 6.6 7.3 7.0 6.7 2.8

   2≦T<  3 1.7 2.4 4.8 5.5 8.9 5.2 2.3

   1≦T<  2 1.3 1.4 4.6 5.1 8.0 6.9 2.2

   0≦T<  1 0.6 0.4 4.2 4.8 6.5 8.3 2.1

  -1≦T<  0 0.3 2.8 9.0 5.5 4.7 1.8

  -2≦T< -1 0.4 2.0 10.1 4.3 3.1 1.7

  -3≦T< -2 2.0 8.7 4.9 4.2 1.6

  -4≦T< -3 0.7 8.2 2.8 1.9 1.1

  -5≦T< -4 0.3 5.9 1.2 1.9 0.8

  -6≦T< -5 3.9 0.3 1.3 0.5

  -7≦T< -6 3.5 0.3 0.8 0.4

  -8≦T< -7 0.4 0.7 0.1

  -9≦T< -8 0.5 0.0

 -10≦T< -9

      T<-10　

年度間
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表Ｆ-１ 線量の評価に用いる放射性気体廃棄物の放出量 
 

核 種 
年間放出量 

(Bq) 

内       訳 

実測分(Bq) 不検出分(Bq) 

3H 

14C 

85Kr 

129I 

131I 

< 6.8 × 1011 

< 2.2 × 1011 

< 1.3 × 1013 

< 2.1 × 108 

< 1.9 × 108 

6.0 × 1011 

0.0 

1.8 × 1010 

6.6 × 106 

0.0 

7.3 × 1010 

2.2 × 1011 

1.3 × 1013 

2.0 × 108 

1.9 × 108 

注１：2010 年 4 月から 2011 年 3 月の間に主排気筒、第一付属排気筒及び第二付属排気筒から

放出された放出量を示す。 

注２：不検出分は、測定値が定量下限未満の場合、定量下限値の濃度で放出されたものとし

て計算した放出量である。 

注３：129I の不検出分は東京電力株式会社福島第一原子力発電所事故の放射性物質放出の影響

により 3 月期第 2 週(3/9～3/15)及び第 3 週(3/16～3/21)の定量下限値を「5.0×

10-8Bq/cm3」として算出した。 

注４：東京電力株式会社福島第一原子力発電所事故の影響（131I の実測分）を除外した。 

注５：線量は、安全側に考え、不検出分を実測分に加えた年間放出量を実数として用い、算

出した。 
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表Ｆ-２ 線量の評価に用いる放射性液体廃棄物の放出量 
 

核 種 
年間放出量 

(Bq) 

内       訳 

実測分(Bq) 不検出分(Bq) 

3H 

89Sr 

90Sr 

95Zr 

95Nb 

103Ru 

106Ru-106Rh 

129I 

131I 

134Cs 

137Cs 

141Ce 

144Ce-144Pr 

Pu(α) 

2.0 × 1011 

< 4.1 × 106 

< 2.1 × 106 

< 4.7 × 106 

< 3.4 × 106 

< 2.1 × 106 

< 6.0 × 107 

< 2.6 × 106 

< 3.4 × 106 

< 2.1 × 106 

< 3.4 × 106 

< 4.1 × 106 

< 4.1 × 107 

< 6.9 × 104 

2.0 × 1011 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.3 × 108 

4.1 × 106 

2.1 × 106 

4.7 × 106 

3.4 × 106 

2.1 × 106 

6.0 × 107 

2.6 × 106 

3.4 × 106 

2.1 × 106 

3.4 × 106 

4.1 × 106 

4.1 × 107 

6.9 × 104 

注１：2010 年 4 月から 2011 年 3 月の間に海中放出管から放出された放出量を示す。 

注２：不検出分は、測定値が定量下限未満の場合、定量下限値の濃度で放出されたものとして

計算した放出量である。 

注３：線量は、安全側に考え、不検出分を実測分に加えた年間放出量を実数として用い、算出

した。 
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G．平常の変動幅を外れた値の評価について  
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 東海再処理施設周辺の環境放射線モニタリング結果（2010 年度）において、一部の監視

項目の測定値が平常の変動幅を超えた。その原因は当研究所の再処理施設に起因するもの

ではなく、東電福島第一原発事故の影響によるものであった。 

個々の項目についての検討に先立ち、東電福島第一原発事故時の再処理施設の運転状況、

環境モニタリング等の状況等について以下に示す。 

 

 (1) 施設運転状況（平成 23 年 3 月 11 日東北地方太平洋沖地震発生時） 

   ・第 20 回施設定期検査（平成 19 年 7 月 30 日～現在）受検期間中であり、かつ再処

理工程は運転停止中。 

   ・東北地方太平洋沖地震による放射性物質の施設外放出を伴う施設・設備（機器）

の損傷はなく、異常放出につながるような事故等の発生もない。 

   ・槽類換気系などの給排気設備等の運転による高放射性濃縮廃液等からの水分蒸発

に伴う 3H のみを通常範囲で放出。 

   ・研究所内の他の原子力施設（核燃料物質使用施設）においても、当該地震による

放射性物質の施設外放出を伴う施設・設備（機器）の損傷はなく、異常放出につ

ながるような事故等の発生もない。 

 

 (2) 東電福島第一原発事故時の環境モニタリング等の状況 

   ・研究所内の全てのモニタリングポストの空間放射線線量率の指示値は、再処理施

設主排気筒の風下方向に関係なく、3 月 15 日 1 時前からほぼ同時に上昇し、7 時

過ぎに最大値を示した。（図 G-1） 

   ・再処理施設主排気筒モニタの指示値は、モニタリングポストの上昇より遅れ、3 月

15 日の１時過ぎから上昇。（図 G-2）なお、各モニタは、再処理施設から放出され

る当該核種もしくは当該核種のエネルギーに着目して設定しているものではある

が、今回の東電福島第一原発事故からの影響で指示値が上昇していたため、各モ

ニタの指示値は当該核種の存在や定量的な値を示すものではない。 

（この時間差は、外気が再処理施設内に取り込まれたのち、主排気筒から排気さ

れるまでに生じたもの。） 

    《参考》3 月 15 日 1 時前後（0:30～1:30）の風向・風速 

     地上 70 ｍ（気象観測塔）：北東の風、約 7～10 m/s 

     地上 10 ｍ（安全管理棟）：東北東及び北東の風、約 2～4 m/s 

 

 (3) 過去の放出実績と今回の放出状況 

   ・再処理施設において再処理した使用済燃料は、結果として 131Ｉ等の短半減期核種

の減衰が見込まれる十分な冷却期間を有していたことから、再処理施設操業（運

転）開始以来、排気筒での再処理施設起因の 131Ｉの有意報告はない。 

JAEA-Review 2012-015

- 158 -

JAEA-Review 2012-015

- 159 -



JAEA-Review 2012-015 

- 157 - 

   ・ゲルマニウム半導体検出器による浮遊じん中の放射性核種の分析により検出され

た 131I、134Cs、137Cs 等の核種は、再処理施設の排気モニタでも同様に観測された。

また、これらの核種は東電福島第一原発周辺でも観測されている。 

・再処理施設排気筒での排気中ガス状 131I 濃度は、安全管理棟(ST-1)での空気中 131I

濃度と同様の値で推移しており、外気中の 131I が再処理施設内に取り込まれた後、

排気筒から排出されたものと考えられる（図 G-3）。 
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 図 G-1 モニタリングポスト、ステーションにおける線量率の経時変化（1分値）  
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注）129I の指示値変動は、129I のエネルギー測定範囲（約 25-55 keV）に短半減期核種

の 132Te、131I 等からの特性 X 線(約 28-33 keV) が重なったため生じたものである。

この排気を吸引した試料を取り外し、別途 Ge 半導体検出器を用いて核種分析を

実施した結果、129I は検出されなかった。 

 図 G-2 再処理施設主排気筒排気モニタ（10 分値） 

 

 

 

 

 
図 G-3 安全管理棟(ST-1) 及び再処理施設排気筒における 

3 月第 2 週から第 4 週のガス状 131I 濃度 

(cpm) 

100,000 

 

10,000 

 

1,000 

 

100 

 

10 

 

1 

131I 

129I 注) 

βダスト 

85Kr(低レンジ) 

85Kr(高レンジ) 

αダスト 

安全管理棟 3/8 9 時～3/15 9 時 3/15 9 時～3/22 9 時半 3/22 9 時半～3/29 9 時 

主排気筒 3/9 9 時～3/16 9 時 3/16 9 時～3/22 9 時 3/22 9 時～3/30 9 時 

第一付属排気筒 3/9 9 時半～3/16 9 時半 3/16 9 時半～3/22 9 時半 3/22 9 時半～3/30 9 時半 

第二付属排気筒 3/9 9 時半～3/16 9 時半 3/16 9 時半～3/22 9 時半 3/22 9 時半～3/30 9 時半 
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1．空間放射線 

 1.1 線量率 

東電福島第一原発事故の影響を含む（図 G-4、表 G-1）。 

   ポスト       各地点の最大値(月平均値)：340～650 nGy/h (平成 23 年 3 月)  

           平常の変動幅 ：42±8 nGy/h 

   ステーション 各地点の最大値(月平均値)：190～240 nGy/h (平成 23 年 3 月)  

           平常の変動幅 ：34±5 nGy/h 

   ・モニタリングポストの空間放射線（線量率）の指示値は、排気モニタの上昇以前

から上昇した（図 G-1、図 G-2）。 

   ・再処理施設の３排気筒の風下方向以外のポスト指示値も同時期に上昇した。 

   ・再処理施設に異常がない。 
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図 G-4 モニタリングポスト、ステーションにおける線量率の経時変化 

（平成 23 年 3 月の 1時間値） 

 

 

表 G-1 モニタリングポスト、ステーションにおける線量率測定結果 

(平成 23 年 3 月(1 時間値)) 

単位（nGy/h） 

地点 ST-1 ST-2 ST-3 ST-4 P-1 P-2 

線量率 
月平均 240 190 240 190 460 650 

最小～最大 30～4000 34～3000 32～3600 31～2800 42～4100 42～4800

地点 P-3 P-4 P-5 P-6 P-7 P-8 

線量率 
月平均 590 390 340 380 540 410 

最小～最大 42～4600 42～3900 40～4000 39～4400 35～4700 41～4300

最大値は、いずれの地点も平成 23 年 3 月 15 日 8 時に測定された。 
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1.2 積算線量 

東電福島第一原発事故の影響を含む 

   各地点の最大値：170～510 μGy/3 か月 (平成 22 年度第 4四半期)  

   平常の変動幅 ：80±40 μGy/3 か月 

   ・線量率と同様に比較対照地点も含めた測定ポイント全域で上昇した。 

 

 

2．空気中放射性物質濃度 

2.1 浮遊じん中全β放射能、90Sr 及び 137Cs 濃度（表 G-2） 

  ① 全β放射能：東電福島第一原発事故の影響を含む。 

   各地点の最大値(月平均値)：1600～2400 mBq/m3 (平成 23 年 3 月)  

   平常の変動幅        ：ND (＜0.7)～0.93 mBq/m3 

  ② 90Sr：東電福島第一原発事故の影響による。 

   各地点の最大値（3か月平均値） ：0.056～0.10 mBq/m3  (平成 22 年度第 4四半期)  

   平常の変動幅          ：ND (＜0.01 mBq/m3) 

  ③ 137Cs：東電福島第一原発事故の影響による。 

   各地点の最大値（3か月平均値） ：140～230 mBq/m3  (平成 22 年度第 4四半期)  

   平常の変動幅 ：ND (＜0.007 mBq/m3) 

 

・ 空気中浮遊じん試料の核種分析により検出された 131I、134Cs、137Cs 等は東電福島

第一原発事故によって放出されている核種と同じである（表 G-2）。 

・90Sr／137Cs 放射能比は 1/2900～1/2300 であり、文部科学省が報告している東電福

島第一原発から 20 km 圏内の土壌試料の分析結果における同放射能比 1/4000～

1/2000 と一致する。 

   ・比較対照地点（ひたちなか市高野、水戸市石川）も含め検出した。 
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表 G-2 空気中浮遊じん放射性物質濃度、放射能比（平成 22 年度第 4四半期） 

地点 区分 
放射性物質濃度（mBq/m3） 放射能比 

（90Sr/137Cs)90Sr 134Cs 137Cs 

安全管理棟（ST1） 周辺監視区域内 0.058 150 170 1/2900 

東海村舟石川（ST2） 
監視対象区域 

0.066 150 170 1/2600 

ひたちなか市長砂（ST3） 0.065 170 180 1/2800 

ひたちなか市高野（ST4） 比較対照区域 0.056 130 150 1/2700 

再処理警備所前 
周辺監視区域内 

0.089 190 220 1/2500 

プル燃警備所前 0.10 180 230 1/2300 

水戸市石川 比較対照区域 0.060 130 140 1/2300 

注)太枠部分は報告対象である。 

 採取期間：平成 22 年 12 月 14 日～平成 23 年 3 月 15 日 

 

2.2  131I 濃度（表 G-2） 

   東電福島第一原発事故の影響による。 

   各地点の最大値（月平均値）：9000～17000 mBq/m3 (平成 23 年 3 月)  

   平常の変動幅    ：ND (＜0.2 mBq/m3) 

 

   ・再処理施設に起因する 131Ｉの放出はない 

   ・空気中ヨウ素試料（活性炭カートリッジ）の核種分析により検出された 131I、134Cs、

137Cs 等は東電福島第一原発事故によって放出されている核種と同じである（表

G-3）。 

   ・比較対照地点（ひたちなか市高野）とともに３月のみ検出した。 

 

表 G-3 モニタリングステーションにおけるヨウ素濃度（平成 23 年 3 月） 

地点 区分 
放射性物質濃度（mBq/m3） 

131I 134Cs 137Cs 

安全管理棟（ST1） 周辺監視区域内 11000 2.4 3.1 

東海村舟石川（ST2） 
監視対象区域 

14000 3.6 4.4 

ひたちなか市長砂（ST3） 17000 1.7 1.9 

ひたちなか市高野（ST4） 比較対照区域 9000 5.3 8.7 

注)太枠部分は報告対象である。 

採取期間：平成 23 年 3 月 1日～3月 29 日 
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2.3 水分中 3H 濃度 

   東電福島第一原発事故の影響を含む。 

   最大値（月平均値） ：11, 17 Bq/L (平成 23 年 3 月、ひたちなか市長砂、高野)  

   平常の変動幅 ：ND (＜4)～6.9 Bq/L 

 

   ・ 震災直後からトリチウム濃度が上昇している。（図 G-5） 

・ 再処理施設（核燃料物質使用施設を含む）からのトリチウムの異常放出はない。

（図 G-7） 

   ・研究所周辺の原子力施設からのトリチウムの異常放出はない。 

   ・比較対照地点（ひたちなか市高野）とともに第 4 四半期では 3月のみ検出。 

 

 

3. 雨水中放射性物質濃度 

 ① 3H：東電福島第一原発事故の影響を含む。 

   最大値 ：6.8 Bq/L (平成 23 年 3 月、安全管理棟)  

   平常の変動幅 ：ND (＜4)～4.8 Bq/L 

 

   ・震災直後（3月：3月 1日～4月 1日採取）のみ 3H 濃度が上昇している。（図 G-6） 

   ・その他、2.3 水分中 3H 濃度と同じ理由による。 

 

図 G-5 空気中水分の週ごとの 3H 濃度 図 G-6 雨水中 3H 濃度   
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4. 降下じん中放射性物質濃度 

  ① 全β放射能：東電福島第一原発事故の影響を含む。 

   最大値 ：11000 Bq/m2 (平成 23 年 3 月、安全管理棟)  

   平常の変動幅 ：ND (＜4)～65 Bq/m2 

 

   ・全β放射能を分析した降下じん試料を核種分析して検出された 131I（2200 Bq/m2）、

134Cs（11000 Bq/m2）、137Cs（15000 Bq/m2）等は東電福島第一原発事故によって放

出されている核種と同じである。 

   注）全β放射能測定は、放射能測定法シリーズ 1（文部科学省）に準じて、塩化カリ

ウムの放射能との比較によって行った。 

 

 

5. 船体表面線量 

  ① 表面線量（β線吸収線量率））：東電福島第一原発事故の影響を含む。（表 G-4） 

   最大値 ：640 nGy/h (平成 23 年 3 月、甲板)  

   平常の変動幅 ：ND (＜30 nGy/h) 

 

 

図 G-7  主排気筒トリチウムの週間平均濃度の推移 
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   ・船体片の核種分析により検出された 131I、134Cs、137Cs 等は東電福島第一原発事故に

よって放出されている核種と同じである。 

   ・漁網については、採取期間が 3月 11 日までであるため、東電福島第一原発事故の

影響を受けておらず不検出。 

 

表 G-4 船体片のβ線吸収線量率測定結果 

単位（nGy/h） 

試料 第 1四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期

船体片試料測定値 

(測定場を含む) 
270 270 270 1100 

ＢＧ試料測定値 

(測定場を含む) 
260 260 270 460 

船体片試料の正味の測定値 10 10 0 640 
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　国際単位系（SI）

乗数　 接頭語 記号 乗数　 接頭語 記号

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60s
時 h 1h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648000) rad

ヘクタール ha 1ha=1hm2=104m2

リットル L，l 1L=11=1dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1u=1 Da
天 文 単 位 ua 1ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1メートル系カラット = 200 mg = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー）4.184J（｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや

コヒーレントではない。

(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明

示されない。

(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（c）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「 」

は対応関係を示すものである。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度
（substance concentration）ともよばれる。

（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

粘 度 パスカル秒 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 sA
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 sA
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 sA
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 sA
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量

SI 組立単位

名称 記号
面 積 平方メートル m2

体 積 立法メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立法メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 基本単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ
（ｄ） Hz s-1

力 ニュートン N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

磁 束 ウエーバ Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能

（ ｆ ）
ベクレル

（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量, 方向

性線量当量, 個人線量当量
シーベルト

（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg 1mmHg=133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)2=10-28m2

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ   
デ ジ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ ｪ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド

（ ｃ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位
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　国際単位系（SI）

乗数　 接頭語 記号 乗数　 接頭語 記号

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60s
時 h 1h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648000) rad

ヘクタール ha 1ha=1hm2=104m2

リットル L，l 1L=11=1dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1u=1 Da
天 文 単 位 ua 1ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1メートル系カラット = 200 mg = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー）4.184J（｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや

コヒーレントではない。

(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明

示されない。

(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（c）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「 」

は対応関係を示すものである。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度
（substance concentration）ともよばれる。

（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

粘 度 パスカル秒 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 sA
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 sA
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 sA
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 sA
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量

SI 組立単位

名称 記号
面 積 平方メートル m2

体 積 立法メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立法メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 基本単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ
（ｄ） Hz s-1

力 ニュートン N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

磁 束 ウエーバ Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能

（ ｆ ）
ベクレル

（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量, 方向

性線量当量, 個人線量当量
シーベルト

（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg 1mmHg=133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)2=10-28m2

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ   
デ ジ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ ｪ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド

（ ｃ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位
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　国際単位系（SI）

乗数　 接頭語 記号 乗数　 接頭語 記号

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60s
時 h 1h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648000) rad

ヘクタール ha 1ha=1hm2=104m2

リットル L，l 1L=11=1dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1u=1 Da
天 文 単 位 ua 1ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1メートル系カラット = 200 mg = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー）4.184J（｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや

コヒーレントではない。

(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明

示されない。

(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（c）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「 」

は対応関係を示すものである。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度
（substance concentration）ともよばれる。

（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

粘 度 パスカル秒 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 sA
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 sA
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 sA
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 sA
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量

SI 組立単位

名称 記号
面 積 平方メートル m2

体 積 立法メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立法メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 基本単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ
（ｄ） Hz s-1

力 ニュートン N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

磁 束 ウエーバ Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能

（ ｆ ）
ベクレル

（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量, 方向

性線量当量, 個人線量当量
シーベルト

（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg 1mmHg=133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)2=10-28m2

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ   
デ ジ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ ｪ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド

（ ｃ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（第8版，2006年改訂）
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